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東
日
本
大
震
災
並
び
に
原
子
力
災
害
か
ら
13
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
よ
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
尊

い
命
を
亡
く
さ
れ
ま
し
た
、
直
接
死
と
震
災
関
連
死
を

併
せ
て
49
名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
被
災
さ

れ
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。こ

れ
ま
で
、
町
民
の
皆
様
の
懸
命
な
ご
努
力
と
国
内

外
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
全
町
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
か
ら
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
納
得
し
て
帰

還
す
る“

Early 
Return 

to 
Happy 

Return”

「
幸

せ
な
帰
町
」、
尊
厳
あ
る
帰
還
・
移
住
を
捉
え
、
除
染

に
よ
る
環
境
回
復
、放
射
線
に
よ
る
健
康
不
安
の
払
拭
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
の

復
旧
・
整
備
、
商
業
施
設
や
医
療
福
祉
施
設
の
整
備
、

広
野
こ
ど
も
園
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
高
一
貫
校
を
始

め
と
す
る
教
育
環
境
の
体
制
整
備
等
、
生
活
環
境
を
一

つ
ひ
と
つ
確
立
し
、
９
割
の
帰
還
を
成
し
得
て
、
廃
炉
・

復
興
関
係
事
業
者
や
県
内
外
の
他
市
町
村
か
ら
の
移
住

東
日
本
国
際
大
学
留
学
生
と
異
文
化
交
流
を
行
う
「
グ

ロ
ー
バ
ル
デ
イ
」、
広
野
町
に
お
け
る
童
謡
、
歴
史
・

文
化
の
継
承
や
シ
ネ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
取
り
入
れ
た
「
ふ

る
さ
と
創
造
学
」
な
ど
、
独
自
性
を
持
っ
た
教
育
（
学

ぶ
場
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
探
求
の
場
）
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
令
和
３
年
度
よ
り
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島

が
広
野
町
に
お
い
て
再
開
し
、
ア
カ
デ
ミ
ー
生
の
地
域

住
民
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
制

度
を
行
う
な
ど
、
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
構
想
に

基
づ
く
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
（
Ｆ

－

Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
の

展
望
に
お
い
て
、
協
定
を
締
結
す
る
東
京
大
学
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
、
東
日
本
国
際
大
学
、
純
真
学

園
大
学
、
早
稲
田
大
学
環
境
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
福

島
工
業
高
等
専
門
学
校
と
の
取
り
組
み
を
充
実
・
発
展

さ
せ
、
福
島
復
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
て
は
、
平
成
31
年
１
月
の

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
宣
言
を
踏
ま
え
、
地
域
が
抱

え
て
い
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
様
々
な
課
題
に
対
し
、

迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
包
括
的
な
地
域
連

携
を
図
る
「
広
野
町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
健
康
増
進
事
業
を
積
極
的
に
展
開

し
、
地
域
の
人
々
が
相
互
に
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
健

康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、「
日
本
一
元
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

広
野
火
力
発
電
所
が
立
地
す
る
町
と
し
て
、
広
野
火

力
発
電
所
と
令
和
３
年
に
運
転
を
開
始
し
た
広
野
Ｉ
Ｇ

Ｃ
Ｃ
と
の
未
来
に
向
け
て
の
共
生
を
展
望
し
た
脱
カ
ー

ボ
ン
を
掲
げ
、
脱
炭
素
技
術
の
開
発
促
進
、
経
済
的
な

合
理
性
、
国
等
の
政
策
と
の
整
合
性
を
踏
ま
え
、
再
生

東日本大震災から東日本大震災から1313年年をを迎えて迎えて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ

広
野
町
長
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東日本大震災から東日本大震災から1313年年をを迎えて迎えて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ

者
を
受
け
入
れ
、
約
６
，
０
０
０
人
の
新
た
な
時
代
の

防
災
に
強
い
「
安
全
・
安
心
な
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

被
災
地
復
興
の
展
望
に
向
け
て
、
令
和
５
年
に
「
広

野
町
〝
復
興
創
生
の
日
〟」
を
緊
急
時
避
難
準
備
区
域

が
解
除
さ
れ
た
９
月
30
日
を
以
て
制
定
し
、
復
旧
か
ら

再
生
、
第
二
期
復
興
創
生
期
間
を
刻
み
、
福
島
復
興
・

創
生
へ
と
希
望
に
満
ち
た
未
来
社
会
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

復
興
の
拠
点
と
し
て
定
め
た
広
野
駅
東
側
開
発
整
備

事
業
は
、
産
業
団
地
の
ほ
か
47
戸
の
住
宅
団
地
を
整
備

し
、
国
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
き
町
が
進
め
る
移
住
定
住

者
の
受
け
皿
と
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
の
玄

関
口
と
い
う
べ
き
Ｊ
Ｒ
広
野
駅
に
お
い
て
は
、
常
磐
線

を
東
西
に
渡
る
自
由
通
路
「
未
来
の
架
け
橋
」
と
駅
構

内
の
跨
線
橋
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
駅
利
用
者
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
、
老
朽
化
し
た
駅
舎
を
改
修

し
、
Ｊ
Ｒ
が
設
置
す
る
新
た
な
駅
舎
と
町
が
設
置
す
る

防
災
機
能
を
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
合
築
さ
せ

た
「
新
た
な
広
野
駅
」
を
整
備
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

広
野
駅
西
側
の
利
便
性
向
上
に
向
け
、歩
車
道
を
分
離
、

利
用
者
の
安
全
を
考
慮
し
た
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
町
の
魅
力
向
上
、
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
し
て
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
て
は
、
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
「
ひ
ろ
ぱ
ー
く
」
の
開
園
、
ふ
た
ば
未
来
学

園
中
学
校
・
高
等
学
校
の
新
校
舎
が
開
校
し
、
教
育
の

丘
が
形
成
さ
れ
、
約
１
，
０
０
０
名
が
日
々
勉
学
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。こ
ど
も
園
に
お
け
る「
言
葉
の
教
育
」、

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
令
和
３
年

３
月
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
踏
ま
え
、
脱
炭

素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
共
に
、
福
島
国
際
研
究
教

育
機
構
（
Ｆ

－

Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
を
起
爆
剤
に
工
業
団
地
や
産

業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
か
ら
雇
用
を
呼
び
込
み
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

復
興
・
創
生
に
は
、
様
々
な
課
題
・
難
題
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
様
々
な
ご
縁
を
大

切
に
し
、
愛
す
る
ふ
る
里
の
た
め
に
、
様
々
な
皆
様
と

信
頼
を
深
め
、
互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
の
念
を
持
ち
、
理

解
し
合
う
こ
と
で
、
必
ず
ふ
る
里
復
興
・
創
生
を
成
し

遂
げ
る
決
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

郷
土
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
私
た
ち
の
先
人
は
、

多
く
の
危
機
に
直
面
し
た
際
、
英
知
を
結
集
し
、
幾
度

と
な
く
危
機
を
乗
り
越
え
、
伝
統
・
文
化
・
風
土
を
継

承
し
て
き
ま
し
た
。

先
人
が
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
築
い
て
こ
ら
れ
た

美
し
い
ふ
る
里
の
伝
統
・
文
化
・
風
土
に
愛
情
と
誇
り

の
念
を
刻
み
、
本
年
を
〝
ふ
る
里
復
興
・
創
生
「
創
出

の
年
」〟
と
位
置
付
け
、
医
療
福
祉
、
教
育
の
充
実
、

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
地
域
経
済
の
更
な
る
発
展
、
福

島
国
際
研
究
教
育
機
構
（
Ｆ

－

Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
と
町
と
協
定

締
結
に
あ
る
学
術
研
究
機
関
と
連
動
し
た
復
興
人
材
の

育
成
、
そ
し
て
新
た
な
展
望
、
原
子
力
事
故
か
ら
の
新

た
な
時
代
の
防
災
に
強
い
〝
安
心
・
安
全
な
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
〟
に
向
け
、
新
た
な
未
来
創
造
を
展
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

皆
様
、
町
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



42024.4 2024.4 広報ひろの 広報ひろの 

まちの話題まちの話題まちの話題

職員提案表彰式の開催

行政サービスの向上や改善を目的とした職員提案表
彰式が３月６日（水）、広野町役場で行われました。
この制度は職員の創意工夫による提案を奨励し、事
務改善の推進と町民サービスの向上を図ることを目的
に毎年実施されています。最優秀賞には「公共施設等
の自転車置き場設置・改善による浜街道サイクリング
ルートの活性化」、優秀賞には「AIを活用した議事録
作成支援」が選ばれ、提案した職員に遠藤町長から表
彰状が贈られました。

↑遠藤町長から表彰を受けた職員

富士フィルム株式会社からの
企業版ふるさと納税寄附贈呈式

富士フィルムワコーケミカル株式会社からの企業版
ふるさと納税寄附贈呈式が３月４日（月）、広野町役
場で行われました。贈呈式では、鈴木直

な お

明
あ き

代表取締役
社長より企業版ふるさと納税として寄附金が遠藤町長
に贈られました。寄附いただいたふるさと納税は、広
野町まち・ひと・しごと創生推進事業に基づき、若い
世代が安心して子育てができるまち事業の財源とし
て活用されます。遠藤町長は「未来を担う子どもたち
のため、学校環境の整備に活用させていただきます。」
と挨拶しました。

↑贈呈式に出席した鈴木社長（左）と遠藤町長（右）

能登半島地震派遣職員の活動報告会

能登半島地震の被災地支援のため、富山県氷見市に
派遣されていた職員の報告会が２月16日（金）、広野
町役場で行われました。派遣された職員２名（生涯学
習課 坂本主査、環境防災課 谷平主事）は２月４日か
ら10日まで、現地で住宅の被害認定調査などの復興支
援に従事しました。報告会では、派遣された職員から

「災害時の初動対応の重要性や被災後の迅速な調査の
必要性を再認識した。」との報告がありました。遠藤
町長は「今回の職員派遣を通じ、職員が災害を自分事
として捉える対策を講じていきたい。」と話しました。

↑活動報告会の様子

東日本大震災追悼献花を実施

東日本大震災追悼献花が３月11日（月）、広野町震
災記念公園において行われました。東日本大震災から
13年を迎えて、震災で尊い命を亡くされた方々に対
し、防災行政無線のサイレンで黙とうし、追悼の献花
を行いました。追悼献花には遠藤町長、渡邉議長ら約
50名が参列し、犠牲者の冥福を祈りました。遠藤町長
は「災害を後世に伝え、災害に強い安心・安全な町と
して甦らせることこそが私たちに課せられた責務であ
り、復興を必ず成し遂げる決意であります。」と挨拶
しました。

↑追悼の言葉を述べる遠藤町長
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マレーシア若手政治家が
広野町を視察

一般社団法人 国際協力センター（JICE）の研修で
来日したマレーシアの若手政治家らが３月１日（金）、
広野町を訪れ、東日本大震災からの復興に向けた町の
取り組みを学びました。研修にはマレーシアの若手政
治家４名が参加し、ひろの未来館において遠藤町長が

「福島復興・創生への災害に強いまちづくり」と題し
て講演を行い、町内の文化団体「茶道みどり会」の皆
さんによる呈茶のおもてなしで、日本文化の体験など
を行い交流を深めました。その後、二ツ沼総合公園を
訪れ、広野町振興公社の取り組みやバナナ栽培の様子
を視察しました。

↑広野町を訪れたマレーシア若手政治家の皆さんと
　茶道みどり会の皆さん

喜美運送㈱広野町物流センター
東町倉庫竣工式

喜美運送㈱の広野町物流センター東町倉庫の竣工式
が２月26日（月）、広野町の東町産業団地で行われま
した。喜美運送㈱（本社：いわき市）は町が整備した
東町産業団地の約1.5haの区画に物流倉庫２棟を建設
しました。竣工式には菅野稚

ち か こ
香子会長、伊藤啓

ひろ
樹
き

社長、
松本副町長ら関係者約50名が出席しました。菅野会長
が「倉庫を拠点に相双地域のさらなる発展を目指し、
復興の一助となりたい。」と式辞を述べ、テープカッ
トを行い完成を祝いました。

↑竣工式でのテープカットの様子

第３回南相馬市・広野町
パークゴルフ交流会を開催

第３回南相馬市・広野町パークゴルフ交流会が３月
３日（日）、南相馬市の東武パークゴルフ場で開催さ
れました。このイベントは、子どもから高齢者まで誰
もが気軽に楽しめるパークゴルフを通して、広野町民
と南相馬市民との親睦や健康増進を図ることを目的に
実施されています。当日は両市町から約150名が参加
し、青空の下、パークゴルフをプレーしながら交流を
深めました。開会式では、門馬和夫市長と遠藤町長が
挨拶し、始球式を行いました。町は今後もパークゴル
フを通して地域間交流を図っていきます。

↑始球式を行う門馬市長（左）と遠藤町長（中央）と
　常木副市長（右）

ふたば未来学園・㈱マルト商事との
共同開発表敬訪問

ふたば未来学園中学校と株式会社マルト商事による
広野町産みかんを使用したスイーツの共同開発に係る
表敬訪問が３月13日（水）、役場全員協議会室で行わ
れました。この取り組みは、ふたば未来学園の学生が
広野町のみかんをPRするため、株式会社マルト商事
の協力の下、スイーツ開発を行ったもので、昨年６月
の第１弾に引き続き、第２弾の販売になります。今回
は新たに４種類のスイーツ（ゼリー、レアチーズケー
キ、ロールケーキ、チーズタルト）が完成しました。
完成した商品は３月27日（水）にマルトSC平尼子店
で販売されました。

↑表敬訪問に訪れた未来学園の生徒とマルト商事の皆さん
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４
月
か
ら
の
新
体
制

広
野
町
職
員
一
覧

町
　
長
　 
遠
藤
　
　
智

副
町
長
　 
杉
浦
　
孝
幸

教
育
長
　 

根
本
　
良
政

総
務
課

参
事
兼
課
長
兼
政
策
広
報
室
長
　

 

飯
島
　
洋
一

課
長
補
佐
　 

鯨
岡
　
晋
悟

課
長
補
佐
　 

佐
藤
　
和
也

係
長
　 

磯
部
　
智
史

係
長
　 

北
郷
　
弘
貴

主
任
主
査
　 

二
井
　
幸
徳
　

 （
任
期
付・広
野
町
振
興
公
社
派
遣
）

主
任
主
査
　 

秋
田
　
尚
志

主
任
主
査
　 

大
和
田
　
徹

主
査
　 

萱
間
　
　
隆

主
査
　 

猪
狩
　
稚
菜

主
査
　 

新
妻
　
幸
志

 

　（
新
採
用
）

主
事
　 

島
村
　
真
登

専
門
員 

　
遠
藤
　
　
聡

 

　（
再
任
用
）

復
興
企
画
課

参
事
兼
課
長
　 

小
松
　
和
真

課
長
補
佐
兼
係
長
　 

久
保
田
隆
之

主
任
主
査
　 

猪
狩
　
伸
彦

主
任
主
査 

　
渡
辺
　
　
南

主
査
　 

横
田
　
侑
哉

町
民
税
務
課

参
事
兼
課
長
　 

猪
狩
　
裕
一

課
長
補
佐
　 

林
　
　
澄
子

係
長
　 

齊
藤
　
真
人

主
任
主
査
　 

猪
狩
　
愛
子

主
査 

　
長
谷
川
隆
広

主
事
　 

鈴
木
　
宏
昌

専
門
員
　 

岡
　
　
修
一

 

（
再
任
用
）

健
康
福
祉
課

課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

 

　
佐
藤
　
尚
文

課
長
補
佐
　 

根
本
　
忠
幸

係
長
　 

鈴
木
　
政
人

主
任
主
査
　 

遠
藤
　
結
花

主
査
　 

遠
藤
　
雅
大

主
査
　 

秋
田
さ
と
み

主
事
　 

水
野
　
友
美

主
事
　 

松
本
　
侑
也

 

（
新
採
用
）

保
健
セ
ン
タ
ー

課
長
補
佐
　 

佐
久
間
啓
子
　

 

（
こ
ど
も
家
庭
課
兼
務
）

総
括
主
任
保
健
師
　

 

藤
田
奈
緒
美
　

（
こ
ど
も
家
庭
課
兼
務
）

主
任
保
健
師 

　
黒
田
　
香
織
　

（
こ
ど
も
家
庭
課
兼
務
）

主
任
保
健
師 

　
矢
吹
　
　
萌

　（
こ
ど
も
家
庭
課
兼
務
）

こ
ど
も
家
庭
課

参
事
兼
課
長
　 

坂
本
　
　
淳

課
長
補
佐
兼
係
長
　 

北
郷
　
　
功

主
査
　 

根
本
　
　
樹

主
事
　 

猪
狩
茉
里
奈

（
新
採
用
）

専
門
員 

　
鈴
木
　
秀
臣
　

 

（
再
任
用
）

こ
ど
も
園

課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
園
長
　

 

宍
戸
　
由
香

主
任
保
育
教
諭 

　
根
本
　
美
江

主
任
保
育
教
諭 

北
郷
　
恵
子

主
任
保
育
教
諭
　 

坂
元
　
亜
紀

主
任
保
育
教
諭
　 

吉
田
　
美
和

主
任
保
育
教
諭
　 

新
妻
　
有
貴

副
主
任
保
育
教
諭
　
宮
下
　
仁
美

副
主
任
保
育
教
諭
　
蛭
川
　
結
未

副
主
任
保
育
教
諭
　
鈴
木
　
香
織

保
育
教
諭
　 
中
野
　
花
香

保
育
教
諭 
　
根
本
　
優
海

保
育
教
諭
　 

半
澤
　
明
里

 

　（
新
採
用
）

児
童
館

係
長
兼
副
館
長
　 

松
下
　
　
愛
　

主
任
児
童
厚
生
員
　
小
玉
　
茉
紀

副
主
任
児
童
厚
生
員

 

　
坂
本
絵
理
紗

環
境
防
災
課

参
事
兼
課
長
　 

遠
藤
　
義
宏

課
長
補
佐
　 

鈴
木
　
　
恵

係
長
　 

鯨
岡
　
祐
紀

主
任
主
査
　 

髙
山
　
　
裕

 

　（
任
期
付
）

主
任
主
査
　 

星
　
　
悠
太

主
事
　 

谷
平
　
　
涼

専
門
員
　 

芳
賀
　
弘
美

 

　（
再
任
用
）

産
業
振
興
課

課
長
　 

黒
田
　
泰
将

課
長
補
佐
　 

金
子
　
一
隆

係
長
　 

阿
部
加
奈
子

主
任
主
査
　 

丹
野
　
俊
司

 

　（
任
期
付
）

主
任
主
査 

　
五
十
嵐
優
希

建
設
課

課
長
　 

松
本
　
周
次

課
長
補
佐
　 

志
賀
　
裕
一

係
長 

　
坂
本
　
充
宏

係
長 

　
鈴
木
　
　
亮

主
査
　 

渡
辺
　
　
駿

主
査
　 

遠
藤
　
尚
己

出
納
室

会
計
管
理
者
兼
室
長

 

　
北
郷
智
恵
子

室
長
補
佐
兼
係
長
　
横
山
　
正
文
　

教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
課

教
育
次
長
兼
課
長
　
加
賀
　
博
行

課
長
補
佐
　 

松
本
　
房
幸

課
長
補
佐
兼
指
導
主
事
　

 

寺
島
　
克
彦

係
長
　 

根
本
　
明
和

主
任
主
査
　 

佐
々
木
道
夫

 

　（
任
期
付
）

主
任
主
査
　 

猪
狩
み
ち
子

（
任
期
付
）

主
事
　 

鈴
木
早
紀
子

教
育
委
員
会
事
務
局　

生
涯
学
習
課
（
公
民
館
）

課
長
兼
公
民
館
長
　
鯨
岡
　
圭
介

主
査
　 

坂
本
　
拓
貴

議
会
事
務
局

参
事
兼
局
長
　 

林
　
　
聡
宏

書
記
（
主
任
主
査
）　

 

黒
田
　
峻
介

農
業
委
員
会
事
務
局

局
長
　 

久
田
　
宗
俊
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広野町施政方針広野町施政方針

『
い
の
ち
を
守
り
』
に

つ
い
て
の
事
業

町
の
健
康
課
題

町
の
健
康
課
題
と
し
て
、
高
血

圧
や
高
脂
血
症
、
肥
満
、
糖
尿
病

な
ど
に
よ
る
心
臓
病
や
脳
血
管
疾

患
の
循
環
器
疾
患
が
多
い
事
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
令
和
３
年
12
月
に

県
が
公
表
し
た
お
達
者
度
に
お
い

て
、男
性
が
県
下
ワ
ー
ス
ト
１
位
、

女
性
が
ワ
ー
ス
ト
７
位
と
い
う
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
健

康
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和

３
年
10
月
の
「
脱
お
達
者
度
ワ
ー

ス
ト
１
、
脱
メ
タ
ボ
」
宣
言
に
基

づ
き
、
町
独
自
の
「
広
野
町
健
康

福
祉
手
帳
」、「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
や
「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

利
用
助
成
事
業
」
な
ど
、
健
康
増

進
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
、
赤

ち
ゃ
ん
・
子
ど
も
か
ら
働
き
盛
り

世
代
、
高
齢
者
に
至
る
ま
で
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
し
た
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
の
み

ん
な
が
「
家
庭
」、「
地
域
」、「
行

政
」
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
意
識
す

る
と
と
も
に
、
相
互
に
連
携
・
協

働
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
の
輪
を

広
げ
、「
日
本
一
元
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
、
介
護
保
険
に
お
い
て
は
、

令
和
３
年
３
月
９
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「「
第
２
期
復
興
・
創
生

期
間
」
以
降
に
お
け
る
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」

を
踏
ま
え
た
令
和
４
年
４
月
８
日

付
け
通
知
に
基
づ
き
、
令
和
６
年

度
か
ら
保
険
税
・
保
険
料
の
全
額

が
賦
課
さ
れ
ま
す
。
一
部
負
担
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
位
所
得
層

を
除
く
被
保
険
者
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
免

除
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。な
お
、

上
位
所
得
層
の
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
保
険
税
・
保
険
料
及
び
一
部

負
担
金
の
ご
負
担
を
い
た
だ
き
ま

す
。平

成
31
年
１
月
の
「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
宣
言
に
基
づ
き
、
地

域
が
抱
え
て
い
る
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
様
々
な
課
題
に
対
し
迅
速

か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
包

括
的
な
地
域
連
携
を
図
る
「
広
野

町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を

構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
連
携
し
、
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
高
齢
者
の
見
守
り
体
制
を

構
築
す
る
た
め
「
広
野
ま
る
ご
と

応
援
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の

普
及
に
努
め
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
生
活
支
援

を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
害
者
が
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
が

い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域

生
活
支
援
事
業
を
通
じ
て
日
常
生

活
を
支
援
し
、
各
種
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
相
談
業
務
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
公
共
交
通
機

関
の
利
用
が
困
難
な
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
の
通
所
事
業
所
ま
で
の

移
動
支
援
事
業
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
す
る

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
積
極

的
に
実
施
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

自
主
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
き
ま

す
。
必
要
な
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
適
切
に
提
供
で
き
る
体
制
整

備
を
行
い
、
高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

母
子
保
健

母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
育
て
世
代
へ
寄
り
添
い
な
が
ら

支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

妊
産
婦
・
乳
幼
児
健
康
診
査
、
各

種
予
防
接
種
、
乳
幼
児
等
医
療
費

助
成
事
業
を
引
き
続
き
実
施
い
た

し
ま
す
。
出
産
並
び
に
子
育
て
に

悩
む
ご
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
一
般
不
妊
治
療
な

ど
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
医
療
費

助
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

児
童
虐
待

全
国
的
に
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
児
童
虐
待
に
つ
き

ま
し
て
は
、
役
場
内
関
係
各
課
及

び
児
童
相
談
所
等
の
福
祉
関
係
機

関
、
学
校
等
の
教
育
関
係
機
関
、

警
察
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図

り
、
虐
待
防
止
、
早
期
発
見
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
広
野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト

　第１回広野町議会定例会で遠藤智町長が令和６年度の広野町の施政方針を表

明しました。町の進む未来や今後の取り組みをお伝えします。

いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町

第９期広野町介護保険事業計画策定委員会

令 和令 和
６年度６年度
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ワ
ー
ク
会
議
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
国
道
６

号
等
に
お
い
て
立
哨
活
動
を
毎
月

実
施
し
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
ま
す
。

学
校
か
ら
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏

内
に
お
い
て
小
中
学
生
の
徒
歩
通

学
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
交
通
教
育
専
門
員
に
よ
る
児

童
・
生
徒
の
交
通
安
全
街
頭
指
導

を
行
い
ま
す
。

自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
を
推
進
し
、
交
通
事
故
に
よ

る
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
経
費
の
一
部
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
が
当
事
者
と
な
る
交
通

事
故
の
減
少
を
図
る
た
め
、
高
齢

者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
齢

運
転
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル

と
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違

い
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
自
動
車
急
発
進
防
止
装
置
の

設
置
経
費
の
一
部
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

防
犯
対
策

防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
双
葉
警
察
署
、
警
戒
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
、
防
犯
指
導
隊
等
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
犯
罪
の
防

止
に
取
り
組
み
ま
す
。
犯
罪
に
対

す
る
抑
止
力
の
向
上
を
推
進
す
る

た
め
、
住
宅
用
防
犯
カ
メ
ラ
や
セ

ン
サ
ー
ラ
イ
ト
等
の
設
置
経
費
の

一
部
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
が
い
る
世
帯
を
対
象
に

振
り
込
め
詐
欺
等
の
特
殊
詐
欺
、

悪
質
な
電
話
勧
誘
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
特
殊
詐
欺
防

止
機
能
が
つ
い
た
電
話
機
等
の
購

入
経
費
の
一
部
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

防
災
・
防
火
対
策

防
災
・
防
火
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

活
か
し
、
地
震
・
津
波
災
害
か
ら

住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
関
係

機
関
と
連
携
の
も
と
、
町
内
全
域

を
対
象
と
し
た
地
震
・
津
波
避
難

訓
練
を
実
施
し
、
防
災
体
制
の
連

携
強
化
と
住
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
に
取
り
組
み
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
住
民

を
迅
速
か
つ
確
実
に
避
難
さ
せ
る

た
め
、
防
災
行
政
無
線
や
緊
急
速

報
メ
ー
ル
、
役
場
屋
上
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
情
報

を
的
確
に
伝
え
ま
す
。

消
防
団
活
動
の
環
境
整
備
を
図

り
、
消
防
団
、
婦
人
消
防
隊
と
連

携
し
予
防
消
防
に
取
り
組
み
、
高

齢
者
世
帯
に
お
い
て
は
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
火
災
予
防
啓
発

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

広野町津波防災訓練

町
内
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理

及
び
整
備

町
内
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管

理
及
び
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
路
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
下
水

道
施
設
の
点
検
を
実
施
し
、
道
路

や
下
水
道
施
設
の
計
画
的
な
補
修

に
よ
る
施
設
の
長
寿
命
化
を
図

り
、安
全
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

道
路
整
備

道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

危
険
個
所
、
未
改
良
区
間
の
解
消

を
計
画
的
に
実
施
し
、
町
民
の
生

活
環
境
の
向
上
を
図
り
、
安
心
安

全
な
道
路
網
を
形
成
し
、
有
事
の

際
の
緊
急
車
両
の
通
行
及
び
通
勤

通
学
時
の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

『
ひ
と
を
生
か
し
』
に

つ
い
て
の
事
業

農
業農

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
営
農

再
開
12
年
目
と
な
り
ま
す
令
和
６

年
度
に
営
農
を
行
う
農
家
に
対
し

て
は
、
国
の
経
営
所
得
安
定
対
策

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
農
業
経

営
の
安
定
を
図
り
ま
す
。
本
町
の

よ
う
な
中
山
間
地
域
で
は
、
高
齢

化
が
進
む
中
、
農
業
生
産
条
件
が

不
利
な
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
担

い
手
の
育
成
等
に
よ
る
農
業
生
産

の
維
持
を
通
じ
て
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
を
防
ぎ
、
水
源
涵
養
、
洪

水
防
止
、
土
砂
崩
壊
防
止
等
の
多

面
的
機
能
を
継
続
的
、
効
果
的
に

発
揮
す
る
た
め
、
多
面
的
機
能
支

払
事
業
及
び
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
農

用
地
等
の
地
域
資
源
の
保
全
管
理

に
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
福
島
県
営
農
再
開
支
援
事
業

を
活
用
し
、
イ
ノ
シ
シ
等
鳥
獣
被

害
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

土
地
利
用
型
農
業
の
収
益
向
上

を
図
る
た
め
、
基
幹
作
物
で
あ
る

主
食
用
米
の
特
別
栽
培
米
や
有
機

栽
培
米
を
促
進
し
、
付
加
価
値
の

高
い
米
の
生
産
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
生
産
農
家
の
収
益
向
上
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
図
る
た
め
、

大
豆
、
麦
、
野
菜
な
ど
町
振
興
作

物
の
生
産
に
対
す
る
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
、
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
納

税
者
の
皆
様
に
、
広
野
産
特
別
栽

培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
広
野
産
米
で

造
っ
た
日
本
酒
、
広
野
産
無
農
薬

バ
ナ
ナ
「
綺
麗
」
な
ど
を
返
礼
品

と
し
て
送
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

魅
力
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発

信
を
行
い
、
特
産
品
の
販
売
促
進

や
消
費
拡
大
を
図
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
繋
げ
ま
す
。
ま
た
、

町
農
産
物
の
価
値
を
伝
え
、販
売
・

消
費
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
秋
に

は
収
穫
祭
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
町
外
で
開
催
さ
れ
る
様
々
な

物
産
展
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
す
。

担
い
手
農
家
の
経
営
規
模
拡

大
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業

経
営
が
行
な
え
る
よ
う
、
国
、
県
、

広野町警戒パトロール隊出動式



9 2024.4 2024.4 広報ひろの 広報ひろの 

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
町
内

７
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
を
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。
農
業
に
お

け
る
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
耕

作
放
棄
地
等
の
増
加
な
ど
の
人
と

農
地
の
問
題
解
決
を
図
り
、
地
域

農
業
を
守
り
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
を
念
頭
と
し
て
、
担

い
手
農
家
へ
効
率
的
な
農
地
の
集

積
・
集
約
を
図
る
た
め
実
質
化
が

図
ら
れ
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

か
ら
法
制
化
さ
れ
た「
地
域
計
画
」

へ
の
移
行
と
農
地
中
間
管
理
事
業

の
活
用
の
推
進
に
継
続
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
本
町
の
農
業
に
お
け

る
担
い
手
不
足
を
解
消
し
農
業
の

持
続
的
か
つ
安
定
的
な
発
展
を
図

り
、
農
業
者
の
確
保
、
育
成
を
目

的
と
し
て
広
野
町
農
業
次
世
代
人

材
育
成
奨
学
金
の
活
用
推
進
及
び

新
規
就
農
者
等
に
対
す
る
経
営
安

定
化
支
援
、
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

いわき短期大学附属幼稚園との交流

広
野
こ
ど
も
園
事
業

広
野
こ
ど
も
園
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
２
年
度
に
連
携
協

定
を
締
結
し
た
い
わ
き
短
期
大
学

附
属
幼
稚
園
と
は
、
園
児
や
職
員

の
交
流
な
ど
を
通
し
て
双
方
の
取

り
組
み
や
課
題
を
共
有
し
、
幼
児

教
育
の
質
の
向
上
、
人
材
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

『
未
来
を
つ
く
る
町
』
に

つ
い
て
の
事
業

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
間
伐
な
ど
の
森
林

整
備
よ
り
森
林
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
維
持
と
表
土
の
流
出
に
伴

い
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
拡
散
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
計
画
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、

折
木
字
南
沢
地
区
に
お
い
て
約
54

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
実
施
し
ま

す
。町

の
大
切
な
水
資
源
確
保
の
た

め
に
は
水
源
地
周
辺
の
森
林
整
備

が
必
要
不
可
欠
と
な
る
こ
と
か

ら
、
森
林
整
備
に
お
け
る
作
業
コ

ス
ト
軽
減
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

及
び
労
働
条
件
の
緩
和
を
図
る
た

め
、
林
業
専
用
道
「
狼
山
・
叶
沢

線
」
の
整
備
に
継
続
し
て
取
り
組

み
、
令
和
８
年
度
完
成
を
目
指
し

ま
す
。

五
社
山
山
頂
周
辺
に
整
備
さ
れ

た
遊
歩
道
等
の
施
設
が
経
年
劣
化

に
よ
り
腐
食
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
計
画
的
に
改
修
を
行
い

登
山
者
の
安
全
確
保
と
地
域
住
民

が
森
林
に
親
し
め
る
環
境
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

復
興
関
連
事
業

復
興
関
連
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力

事
故
か
ら
13
年
が
経
過
し
、
第
二

期
復
興
創
生
期
間
か
ら
、
更
に
そ

の
先
に
歩
み
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
広
野
町
復
興
計
画
に
掲
げ
る

基
本
理
念
・
目
的
を
達
成
し
、
復

興
事
業
の
シ
ン
ボ
ル
に
位
置
付
け

て
い
る
広
野
駅
東
側
第
一
期
開
発

地
区
の
産
業
団
地
並
び
に
第
二
期

開
発
地
区
の
住
宅
団
地
、
広
野
駅

周
辺
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

住
宅
団
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
に
よ
る
造
成
工
事
が

完
了
し
販
売
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
若
者
・
子
育
て
世
代
の
定
住
、

県
外
都
市
部
等
か
ら
の
移
住
に
重

点
を
置
き
、
土
地
購
入
の
負
担
軽

減
と
な
る
補
助
制
度
の
実
施
、
子

育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
、
就
労

環
境
や
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
に
力
を

入
れ
、
移
住
後
の
安
定
的
な
生
活

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

広
野
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、「
広
野
駅
周
辺
整
備
の
基

本
事
項
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ

き
Ｊ
Ｒ
東
日
本
水
戸
支
社
と
協
議

を
進
め
、
未
来
の
か
け
橋
と
広
野

駅
構
内
こ
線
橋
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
、
ス
ロ
ー
プ
や
ホ
ー

ム
の
嵩
上
げ
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
進
み
ま
し
た
。
今
後
、
駅
利

用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
駅

舎
の
改
修
、
西
口
広
場
の
ロ
ー
タ

リ
ー
化
を
行
い
、
町
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
利
用
者
が
安
心
・

安
全
に
利
用
で
き
る
環
境
、
地
域

住
民
の
交
流
の
場
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想
の
推
進

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

ス
ト
構
想
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
に
掲
げ
る
多
様
な

産
業
を
集
積
し
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
失
わ
れ

た
地
域
の
生
業
を
再
生
さ
せ
る
た

め
、「
研
究
開
発
」、「
産
業
化
」、

「
人
材
育
成
」、「
司
令
塔
」
の
４

つ
の
機
能
を
有
す
る
福
島
国
際
研

究
教
育
機
構
（
Ｆ

－

Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
が

浪
江
町
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
の
現
状
や
課
題
を
整
理
し
、
技

術
の
実
用
化
及
び
具
体
化
を
念
頭

に
本
格
的
な
事
業
化
を
推
進
す
る

た
め
、
研
究
者
や
専
門
家
を
は
じ

め
知
見
を
有
す
る
人
材
の
配
置
、

支
援
を
行
い
、
完
成
し
た
東
町
産

業
団
地
、
駅
東
産
業
団
地
と
共
に

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
、
地

元
企
業
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
・
ス

ふるさと納税返礼品出発式

広野駅東ニュータウン
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タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
の
丘
に
は
、
県
立
ふ
た
ば

未
来
学
園
中
高
一
貫
校
や
広
野

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
、約
１
，

０
０
０
人
が
日
々
勉
学
に
励
ん
で

お
り
、
Ｆ

－

Ｒ
Ｅ
Ｉ
に
進
出
す
る

研
究
機
関
が
求
め
る
人
材
育
成
を

念
頭
と
し
た
実
学
の
場
と
し
て
、

最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り
高
度

な
就
学
の
場
で
あ
る
大
学
な
ど
の

高
等
教
育
機
関
と
連
携
を
深
め
、

協
定
を
締
結
し
て
い
る
東
京
大
学

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
、

早
稲
田
大
学
、東
日
本
国
際
大
学
、

福
島
高
専
の
拠
点
と
な
る
研
究
施

設
や
研
究
等
の
充
実
を
図
り
、
地

域
の
復
興
を
支
え
る
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
組
み

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
組

み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
球
温
暖

化
が
原
因
と
さ
れ
る
大
災
害
を
伴

う
気
候
変
動
か
ら
、
パ
リ
協
定
に

基
づ
く
長
期
戦
略
と
し
て
、
今
世

紀
後
半
の
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
を
目
的
と
し
た
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
の
取
り

組
み
が
世
界
の
潮
流
と
な
っ
て
い

ま
す
。

広
野
火
力
発
電
所
が
立
地
す
る

町
と
し
て
、
事
業
者
で
あ
る
㈱
Ｊ

Ｅ
Ｒ
Ａ
と
共
に
、
持
続
可
能
な
将

来
像
の
実
現
の
た
め
「
広
野
町
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
、
脱
炭
素
技
術
の
開
発
促
進
、

経
済
的
な
合
理
性
、
国
等
の
政
策

と
の
整
合
性
を
踏
ま
え
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

今
後
、
町
内
の
企
業
や
各
家
庭

に
お
い
て
、
省
エ
ネ
化
や
脱
炭
素

化
を
進
め
る
た
め
、
環
境
省
の
交

付
金
事
業
を
活
用
し
、
先
行
し
て

公
共
施
設
等
へ
の
太
陽
光
・
風

力
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
図

り
、
Ｅ
Ｖ
車
等
や
急
速
充
填
設
備

の
設
置
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の

社
会
利
用
モ
デ
ル
の
構
築
に
取
り

組
み
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

移
住
・
定
住
事
業
の
展
開

移
住
・
定
住
事
業
の
展
開
に
つ

き
ま
し
て
は
、
第
二
期
復
興
創
生

期
間
か
ら
そ
の
先
に
向
け
、
少
子

高
齢
化
の
地
域
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、「
広
野
町
移
住
定
住
「
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
」促
進
プ
ラ
ン
」

に
よ
る
人
口
増
を
目
標
に
掲
げ
、

若
者
世
代
・
子
育
て
世
代
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
住
宅
開
発
、
各
種

交
流
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
た
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
事
業
の
展
開
、
移
住
体
験

ツ
ア
ー
や
二
地
域
居
住
の
受
け
入

れ
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
ら
施
策
を
展
開
す
る
に
あ

た
り
、
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力

事
故
以
降
、
復
興
支
援
等
で
お
世

話
に
な
っ
た
国
・
県
・
地
方
自
治

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
地
域
団
体
、
ひ
ろ

ぼ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
で
応
援
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
、
東
京
福
島
広
野

会
の
皆
様
、
大
学
な
ど
の
高
等
学

術
機
関
、
各
企
業
等
、
関
係
す
る

す
べ
て
の
皆
様
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

体
制
を
構
築
し
、
様
々
な
場
面
に

お
い
て
情
報
を
共
有
し
て
い
き
ま

す
。
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
々
と

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
き
ず
な
を
深

め
な
が
ら
、
受
入
体
制
の
一
層
の

強
化
を
図
り
、
移
住
・
定
住
の
促

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

子
育
て
環
境
の
構
築

子
育
て
環
境
の
構
築
に
つ
き
ま

し
て
は
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
、
広
野
町
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
保

健
師
、
保
育
士
、
教
育
委
員
会
、

民
生
児
童
委
員
、
こ
ど
も
家
庭
課

職
員
が
部
署
の
垣
根
を
越
え
た
横

断
的
な
連
携
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
に
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事

業
を
展
開
し
、
子
育
て
に
関
す
る

様
々
な
問
題
の
早
期
発
見
、
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
妊

婦
・
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備

の
た
め
、
出
産
・
子
育
て
応
援
給

付
金
に
加
え
、
令
和
６
年
度
か
ら

は
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
を

無
償
化
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
家

庭
の
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

教
育
全
般

教
育
全
般
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
２
年
度
（
小
学
校
）、
３
年

度
（
中
学
校
）
よ
り
全
面
実
施
さ

れ
て
い
る
現
行
の
学
習
指
導
要
領

お
よ
び
第
二
次
広
野
町
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
教
育
活
動
を
展

開
し
、ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・

高
校
と
の
連
携
を
見
据
え
な
が

ら
、
広
野
町
立
学
校
独
自
の
魅
力

あ
る
教
育
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
学
校
教

育
の
推
進

確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
学
校

教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
、
人
権
教
育
の
理

念
を
基
に
し
た
授
業
の
充
実
、
小

学
校
高
学
年
教
科
担
任
制
の
導

入
、
授
業
お
よ
び
家
庭
学
習
に
お

い
て
一
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
町
独
自
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
、
本
町
の

教
育
実
態
に
即
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
小

中
連
携
体
制
を
生
か
し
な
が
ら
、

教
育
委
員
会
と
学
校
で
組
織
す
る

「
授
業
力
向
上
委
員
会
」
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
分
析

し
、
学
力
向
上
に
向
け
た
授
業
研

究
会
・
指
導
法
改
善
の
研
修
会
の

充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
計
画
的

福島国際研究教育機構(F ｰ REI)との座談会

タブレットを活用した授業
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に
蔵
書
数
増
を
図
り
、
学
校
司
書

の
継
続
配
置
と
図
書
シ
ス
テ
ム
の

活
用
に
よ
り
、
蔵
書
・
貸
出
返
却

を
管
理
し
、
読
書
活
動
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
教

育
の
推
進

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る

教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
育
成
す
る
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助
手
を

活
用
し
た
英
語
教
育
に
加
え
、
中

学
校
に
お
い
て
異
文
化
交
流
、
国

際
理
解
や
国
際
協
調
の
学
び
を
目

的
と
し
た
東
日
本
国
際
大
学
と
の

交
流
事
業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
イ
）

並
び
に
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
異
文
化
交

流
宿
泊
体
験
事
業
を
小
学
校
５
年

生
か
ら
中
学
校
２
年
生
ま
で
連
続

し
た
４
年
間
に
拡
充
し
て
実
施
し

ま
す
。

地
域
と
学
校
が
協
働
す
る
学
び
の

創
造地

域
と
学
校
が
協
働
す
る
学
び

の
創
造
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
学

校
に
お
い
て
、
地
域
の
人
的
・
物

的
資
源
を
活
用
し
、
映
像
制
作
を

通
し
て
「
ふ
る
さ
と
広
野
町
」
の

良
さ
を
再
発
見
し
、
伝
統
と
文
化

を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
広
野
町

の
未
来
と
地
域
の
復
興
に
貢
献
で

き
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
的

と
し
た
「
ふ
る
さ
と
創
造
学
」
に

取
り
組
み
ま
す
。
令
和
３
年
度
に

作
成
し
た
地
域
学
習
用
副
読
本

（
小
学
生
向
け
）
を
契
機
と
し
、

地
域
の
人
的
・
物
的
資
源
を
活
用

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域

の
事
象
や
歴
史
的
背
景
等
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
展

開
す
る
こ
と
で
、
学
校
と
家
庭
、

地
域
住
民
、社
会
教
育
機
関
等
が
、

学
校
内
外
の
活
動
に
お
い
て
有
機

的
に
協
働
し
、
学
校
を
核
と
し
た

地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
む

環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構

築
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

構
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
別
な

支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
一
人
一

人
に
対
し
「
個
別
の
教
育
支
援
計

画
」
を
作
成
し
、
専
門
機
関
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
支
援
員

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
個
に
応

じ
た
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

校
種
間
で
の
連
携
を
図
り
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
が
構
築
で
き

る
よ
う「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」

の
内
容
を
年
度
末
に
見
直
し
、
次

年
度
の
活
用
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

環
境
対
策

環
境
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
代
の
住
民
、
そ
し
て
未
来
の
子

ど
も
た
ち
が
健
康
で
安
全
、
か
つ

快
適
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
恵
み
豊
か
な
環
境
の
確
保
に
向

け
、
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
基

本
的
な
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
、「
広
野
町
環
境
基
本
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

各
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、
指
定
ご
み
を
収
集
日

以
外
に
出
さ
れ
て
い
る
事
案
や
不

要
と
な
っ
た
家
電
等
を
空
き
地
や

林
道
敷
に
不
法
投
棄
し
て
い
る
事

案
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
ご
み
収
集

日
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
、
広
報
等

に
よ
る
マ
ナ
ー
周
知
の
ほ
か
、
環

境
美
化
推
進
員
に
よ
る
巡
回
・
監

視
と
広
野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
に
お
け
る
関
連
事
業

所
等
へ
の
注
意
喚
起
に
取
り
組
み

ま
す
。

低
炭
素
社
会
構
築
に
向
け
た
環

境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
図
る
た
め
、
住
宅
に
お
け
る
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
３
割

を
占
め
る
給
湯
設
備
の
給
湯
負
荷

を
低
減
し
、
光
熱
費
と
環
境
負
荷

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
「
節せ

つ

湯ゆ
が
た型

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
」
購
入
経

費
の
一
部
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。燃

料
電
池
自
動
車
や
電
気
自
動

車
等
の
次
世
代
自
動
車
の
普
及
を

促
進
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
を
図
る
た
め
、
次
世
代
自
動
車

及
び
電
気
自
動
車
等
充
電
設
備
に

つ
い
て
、
導
入
経
費
の
一
部
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

除
染
対
策

除
染
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
民
の
放

射
線
か
ら
の
不
安
払
拭
並
び
に
生

活
圏
に
お
け
る
放
射
線
の
状
況
に

つ
い
て
情
報
提
供
す
る
た
め
、
一

般
家
屋
及
び
公
共
施
設
の
敷
地
に

お
け
る
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
事
業

公
民
館
に
お
け
る
生
涯
学
習

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
生

１
０
０
年
時
代
を
と
ら
え
、
多
様

化
す
る
社
会
教
育
や
家
庭
教
育
に

対
処
で
き
る
学
び
の
場
と
し
て
、

「
ふ
る
さ
と
創
生
大
学
」、「
ひ
ろ

の
元
気
教
室
」、「
各
種
文
化
教

室
」、「
五
社
山
登
山
」、「
集
団
対

抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」、「
文
化

展
」、「
生
涯
学
習
発
表
会
」、「
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」

等
の
文
化
活
動
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
実
施
し
、
地
域
間
及
び
世

代
間
の
交
流
を
促
進
さ
せ
、
併
せ

て
交
流
人
口
の
拡
大
及
び
地
域
活

性
化
へ
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。令

和
４
年
４
月
に
開
設
い
た
し

ま
し
た
「
文
化
交
流
施
設
ひ
ろ
の

未
来
館
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
は
約
３
，
０
０
０
人
の
来
館

者
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
元
で
発
掘
さ
れ
た

遺
跡
・
文
化
財
の
展
示
等
を
工
夫

し
、
町
民
だ
け
で
は
な
く
多
く
の

方
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

震
災
か
ら
の
避
難
等
に
よ
り
、

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
も

大
き
く
変
化
し
、
次
代
を
担
う
青

少
年
が
地
域
の
中
で
、
心
身
と
も

に
健
康
で
社
会
に
参
画
で
き
る
よ

う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
町
民
総

ぐ
る
み
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。ふるさと創生大学
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令
和
６
年
度 

予
算
の
あ
ら
ま
し

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
町
づ
く
り
に
必
要
な
令
和
６
年
度
の

当
初
予
算
が
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会計別予算の状況
予　　算　　額 対前年度増減率（％）

一　　般　　会　　計 55億422万5000円 4.0

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 7億9431万3000円 ▲ 1.1

土 地 開 発 事 業 5458万8000円 ▲ 32.3

介 護 保 険 5億7172万8000円 ▲ 14.2

後 期 高 齢 者 医 療 6072万7000円 145.5

小　　　　　　 計 14億8135万6000円 ▲ 5.9

下水道事業会計※ 3億6872万9000円 64.5

合　　　計 73億5431万円 3.7

※ 下水道事業会計：公共下水道事業特別会計並びに農業集落排水事業特別会計は、地方公営企業
法に基づき、事業の経営基盤強化や財政マネジメントの向上に的確に取り組むため、令和６年
４月より公営企業会計（下水道事業会計）に移行し一本化しました。前年度比は移行前２特別
会計予算の合計額との比較。

歳入合計
55億422万5千円

町税
32億8072万7千円

59.6%

譲与税等
5億3181万7千円
9.8%

国庫支出金
5億1882万4千円

9.4%

県支出金
4億9098万4千円

8.9%

繰入金
6300万2千円
1.1%

使用料･諸収入等　2億4755万円 4.5%

町債　3億7132万1千円 6.7% 歳入

町民１人に
使われるお金

歳出合計金額
55億422万５千円を
令和６年２月末日現在の
住民基本台帳人口

4,567人で割った数字で
算出しています。

衛 生 費 民 生 費 総 務 費 歳　出　総　額
保健衛生、ごみの
清掃、し尿処理な
ど

社会福祉や生活扶
助など

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など

114,824円 201,928円 281,411円 1,205,217円
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＊
総
務
課

・
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
・
共
通
化
事
業

＊
復
興
企
画
課

・
二
ツ
沼
総
合
公
園
施
設
管
理
事
業

・
ひ
ろ
の
童
謡
ま
つ
り
事
業

・
心
の
復
興
支
援
事
業

・
広
野
ス
タ
イ
ル
創
出
事
業

・「
ひ
ろ
ぼ
ー
ク
ラ
ブ
」
運
営
事
業

・
駅
東
側
第
２
期
開
発
住
宅
用
地
取

得
支
援
事
業

・
移
住
・
定
住
促
進
事
業

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
事
業

・
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進

重
点
対
策
加
速
化
事
業

・
津
波
被
災
者
等
住
宅
再
建
支
援
事

業
・
広
野
駅
周
辺
整
備
事
業

＊
健
康
福
祉
課

・
健
康
づ
く
り
啓
発
普
及
事
業

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業

・
放
射
線
健
康
対
策
事
業

＊
こ
ど
も
家
庭
課

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

策
定
事
業

・
保
育
料
無
償
化
事
業

　（
0
歳
～
2
歳
児
）

・
子
育
て
訪
問
支
援
事
業

・
児
童
手
当
支
給
事
業

・
学
校
法
人
昌
平
黌
と
の
交
流
事
業

＊
環
境
防
災
課

・
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

＊
産
業
振
興
課

・
広
野
町
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
特
典
事
業

・
広
野
町
農
業
担
い
手
確
保
支
援
事

業
・
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

・
森
林
環
境
譲
与
税
事
業

　（
五
社
山
生
活
環
境
保
全
整
備
）

・
林
業
専
用
道
整
備
事
業

・
福
島
県
事
業
再
開
・
帰
還
促
進
事

業
＊
建
設
課

・
土
砂
採
取
区
域
森
林
機
能
回
復
事

業
・
道
路
維
持
補
修
事
業

・
道
路
新
設
改
良
事
業

　（
北
釜
・
大
谷
地
原
線
ほ
か
）

・
橋
梁
維
持
事
業

＊
学
校
教
育
課

・
学
校
図
書
館
の
充
実
と
読
書
活
動

の
推
進

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進
事

業
・
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
事
業

・
ふ
る
さ
と
創
造
・
映
像
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業

・
広
野
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場
整

備
事
業

＊
生
涯
学
習
課

・
ふ
る
さ
と
創
生
大
学
事
業

・
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
事
業

重　
点　
事　
業

歳出合計

55億422万5千円

総務費
12億8520万2千円

23.4%

民生費
9億2220万6千円

16.8%

衛生費
5億2440万2千円
9.6%

農林水産業費
5億6523万3千円 10.3%

商工費
3159万2千円 0.6%

土木費
6億9020万5千円

12.6%

消防費
2億9316万1千円
5.3%

教育費
9億4559万2千円

17.2%

公債費
1億6218万4千円
3.0%

その他議会費等
8444万8千円
1.2% 歳出

その他議会費など 公 債 費 教 育 費 消 防 費 土 木 費 商 工 費 農林水産業費
議会運営・災害復
旧など

起債償還など 教育・文化・スポー
ツ施設の充実など

消防・水防・防災
対策など

道路・橋・町営住
宅の建設、維持管
理など

商工業振興や観光
振興など

農業・林業・水産
業の振興など

18,491円 35,512円 207,049円 64,191円 151,129円 6,917 円 123,765円
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令和６年度における町税の課税情報
令和６年度における町税の課税情報を下記のとおりお知らせします。
納期限内に忘れずに納めるようにしましょう。

■軽自動車税
　納税通知書は、４月25日に発送予定です。納期限は、５月31日です。
　軽自動車税の賦課期日は従来どおり４月１日です。毎年４月１日現在で
登録されている軽自動車の所有者に対して、軽自動車税が課税されます。

◎軽自動車（４輪および３輪）
　平成27年４月１日以後に最初の新規検査をされる車は、税率欄の「②（現行税率）」、平成29年４月
１日以後の賦課期日（毎年４月１日）現在に、最初の新規検査から13年を経過する車両※は、税率欄の

「③（重課税率）」が適用されます。令和６年度は、最初の新規検査年月が平成23年３月以前の車両が重
課税率の対象になります。また、平成27年３月31日以前に最初の新規検査をした車両は、13年を経過
するまでは、税率欄の「①（旧税率）」のとおりとなります。

種　　　別
税率（年額）

①旧税率 ②標準税率 ③重課税率

三　　輪 3,100円 3,900円 4,600円

軽四輪

乗　用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨　物
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円

※ 動力源または内燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電力併用の
軽自動車および被けん引車を除きます。

■固定資産税
　納税通知書は、５月15日に発送予定です。
　令和６年度は評価替えの年になっているため、令和６年度固定資産税の発送月が昨年度と異なってい
ます。
　家屋における原子力災害による軽減率については、引き続き継続しますが、り災証明書の被害の程度
が半壊以上の家屋で、既に修繕を行っている家屋については、昨年に引き続き、修繕率に応じて軽減率
が変更となります。また、住宅を新築した場合、その住宅の住居として用いられている部分（居住部分）
の床面積が120㎡までのものは全部、120㎡を超えるものは120㎡分に相当する税額が、一定期間２分
の１に減額されます。
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■町県民税
　普通徴収の納税通知書は、６月14日に発送予定です。
　なお、給与特別徴収の納税通知書は、５月15日に発送予定です。

■国民健康保険税
　納税通知書は、７月16日に発送予定です。
　令和６年度以降の減免措置の取扱いは以下のとおりとなります。
　令和６年度以降…減免終了

■税務証明について
　令和６年度の固定資産評価証明については、５月１日から発行が可能となります。また、令和６年度
の所得証明および課税証明については、町県民税が特別徴収となっている方は５月15日から、それ以外
の方は６月14日から発行が可能となります。

■令和６年度の納付について
　口座振替については再振替ができないことから振替前日までに口座残高のご確認をお願いします。
　納税貯蓄組合に加入されている方は、各組合長に納付書を送付しています。
　ｅＬ－ＱＲコードがある納付書の場合、全国の地方税統一ＱＲコード対応金融機関などで納付するこ
とができます。また、ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ることで、クレジットカード、ペイア
プリ、口座振替（ダイレクト方式）などでの納付も可能です。

■土地・家屋価格など縦覧制度の閲覧について
　令和６年度固定資産税の納税者の方は、「土地価格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧帳簿」を縦覧できます。
　日　　時：令和６年５月１日（水）〜５月31日（金）　午前８時30分〜午後５時15分（土日祝日を除く）
　場　　所：広野町役場町民税務課
　必要書類：身分証明書・固定資産税納税通知書など　
　　　　　　代理の場合は委任状
　そ の 他：同帳簿には、所有者の情報は記載していません。
　　　　　　また、同帳簿の写しの交付は行いません。

【町税などの納期】
税　目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

町・県民税 １期
７/１

２期
９/２

３期
10/31

４期
12/25

固定資産税 １期
５/31

２期
７/31

３期
９/30

４期
12/２

軽自動車税 全期
５/31

国民健康
保険税

１期
７/31

２期
９/２
３期

９/30

４期
10/31

５期
12/２
６期

12/25

７期
１/31

８期
２/28

９期
３/31

問  広野町　町民税務課　☎0240ｰ27ｰ4160
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Information　健康福祉課

原子力災害被災地域における医療・介護保険料など
減免措置に係る令和６年度以降の取扱いについて
　平成23年３月11日に発生した東日本大震災および
福島第一原子力発電所事故に伴う医療・介護保険など
の一部負担金や保険料（税）の免除措置について、一
定以上の所得者を除き継続されております。
　減免措置の見直しについては、令和３年３月９日に
閣議決定された「「第２期復興・創生期間」以降にお
ける東日本大震災からの復興の基本方針」において、

「被保険者間の公平性などの観点から、避難指示解除
の状況も踏まえ、適切な周知期間を設けつつ、激変緩
和措置を講じながら、適切に見直しを行う」こととさ
れております。
　この閣議決定を踏まえた国からの令和４年４月８日
付け通知に基づき、令和６年度以降の取扱いは右のと
おりとなります。

■�平成23年３月11日時点で広野町に住民票があった
方（または世帯）（※）

※平成26年度までに避難指示などが解除された地域
　・ 国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の
　　保険料（税）
　　　令和４年度まで・・・全額減免
　　　令和５年度　　・・・１／２減免
　　　令和６年度以降・・・減免終了
　・ 国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の一部
負担金（利用者負担）

　　　令和７年３月末まで　・・・免除継続
　　　令和７年４月１日以降・・・免除終了
　平成23年３月11日時点で平成27年度以降に避難
指示などが解除された地域に住民票があった方は、減
免措置の終了時期が上記とは異なります。詳しくは、
平成23年３月11日時点で住民票のあった自治体へお
問合せください。
問  広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113

Information　健康福祉課

「特別弔慰金」と記載のある国債をお持ちの戦没者等の
ご遺族のみなさまへ
特別弔慰金とは
　「特別弔慰金」とは「戦没者等の遺族に対する特別
弔慰金」のことで、先の大戦で公務などのため国に殉
じたもとの軍人、軍属および準軍属の方々に思いをい
たし、終戦の節目の機会をとらえ、国として改めて弔
慰の意を表すため、戦没者等のご遺族に支給する特別
弔慰金（記名国債）のことです。一定の日（基準日）
において、恩給法による公務扶助料、特例扶助料、戦
傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金、遺族給与
金などの受給権がある遺族がいない場合に、残された
遺族に対して支給されます。
　現在の特別弔慰金は次のとおりです。

　第11回特別弔慰金
　（令和３年から５年償還　額面25万円）
※�令和５年３月31日をもちまして請求受付を終了し
ております。

国債受取後の手続きについて
（１）国債の償還金の受領
　支払期日が来たら、国債の記名者（国債裏面の「記
名欄」に記載された方）があらかじめ届け出た郵便局
など（国債裏面の「償還金支払場所欄」に記載された
郵便局など）において、請求時に届け出ている印鑑を
押印した国債の賦札と引き替えに、償還金を受け取る
ことができます。
　なお、令和６年の償還日は令和６年４月15日（月）
となります。

（２）国債の記名者が死亡したとき
　未償還の国債（残りの賦札）があるときは、記名者
の相続人が償還金支払場所（郵便局など）で、国債の
記名変更をすることで、引き続き償還金を受け取るこ
とができます。

（３）その他の手続き
　償還金支払場所の変更、国債の紛失、汚損、き損に
ついては、すべて償還金支払場所（郵便局など）で手
続きをしてください。
　これらの手続きに必要な書類などについては、償還
金支払場所（郵便局など）へお問い合わせください。
問  広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113
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Information　相馬税務署

定額減税に関する説明会
　定額減税に関する説明会を税務署主催で開催してお
ります。また、その他の説明会における講師派遣を行っ
ております。参加ご希望の方は、国税庁の公式LINE
からお申し込みください。
　定額減税特設サイトもありますので、詳しくは左記
のQRコードを読み取ってください。

※　掲載情報については随時更新
URL：  https://www.nta.go.jp/users/gensen/

teigakugenzei/index.htm
問  相馬税務署　法人課　☎0244ｰ36ｰ3111

Information　福島県災害対策課

「福島県防災ポータル」で災害に備えましょう！
　福島県では、県民の皆様が、様々な災害情報や防災
情報を簡単に確認し、迅速な避難をしていただけるよ
うに、新しいポータルサイト「福島県防災ポータル」を
公開しました。

【福島県防災ポータルの概要】
■ 最新の気象情報、道路規制情報や河川の水位情報（ラ

イブカメラ画像含む）、避難情報や避難所開設情報
などが地図上に分かりやすく表示されます。

■ 地図上に雨雲レーダー、河川氾濫の危険度、道路規
制情報、避難所開設情報を重ね合わせることで、最
寄りの避難所までの安全なルートを確認できます。

■ 福島県内の各種ハザードマップを確認できるほか、県
や市町村からの緊急情報や防災に関するお知らせな
どが確認できます。

　「福島県防災ポータル」で
最新の情報を確認し、災害
から命を守りましょう！
■ 確認方法
　 Webで「福島県　防災

ポータル」と検索するか、
次のＱＲコードからアク
セスしてください。

問  福島県災害対策課　☎０24ｰ521ｰ7194

Information　福島県危機管理課

「福島県防災アプリ」が完成しました！
　福島県では、県民の皆様が災害に備え、災害情報や
防災情報を入手し、迅速な避難行動に繋がるよう、「福
島県防災アプリ」を制作しました！

【主な機能】
■各種防災情報のお知らせ（プッシュ通知）

　避難情報や気象情報など、各種防災情報をプッシュ
通知でお知らせします。

■防災マップの閲覧
　土砂災害、洪水、津波などのハザードマップなどを
表示でき、自身がいる場所の危険性を確認できます。

■避難所の検索
　現在地周辺の指定避難所、指定緊急避難場所の自
動検索ができ、避難行動を支援します。

■安否登録・確認
　グループ登録をしたユーザー同
士で位置情報を共有し、安否状況
や避難状況を登録・確認できます。

■避難計画の作成
　防災ガイドブックの閲覧、自分
に合った避難計画「マイ避難シート」
を作成できます。

　「福島県防災アプリ」をダウンロー
ドして、日頃から災害に備えましょう！
■ダウンロード方法
　Webで「福島県防災アプリ」と検索してください。
問  福島県危機管理課　☎０24ｰ521ｰ8651
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Information　産業振興課

農家の皆様へ
　田植えの時期となり、農家の皆様におかれましては、
農業機械で公道を走行する機会が多くなります。
　農作業に伴う道路の泥汚れについて住民の皆様から
ご意見を多く頂いております。
　トラクター・田植え機・コンバインなどの農業機械
での農作業後に、農地から公道に出る際には、必ず泥
のかたまりなどを農地内で落としてから走行するよう
にお願いいたします。
　交通安全や環境美化の為
にも、農家の皆様のご協力
をお願い致します。

徹底しよう�!�トラクターの安全対策
目指せ！　農作業事故ゼロ
トラクターの安全対策で次のポイントを守り、安全・
安心な農作業を実践しましょう。
① 作業前における点検・整備および周辺環境の確認は

しっかり行いましょう。
② 可倒式安全フレームは運転時には必ず立てて使用し

ましょう。
③シートベルトは必ず締めましょう。
④作業時以外は左右独立ブレーキを連結しましょう。
⑤機械点検・清掃時はエンジンを止めましょう。
問  広野町　産業振興課　☎0240ｰ27ｰ4163

Information　仙台国税局・人事院東北事務局

2024年度 国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）
のお知らせ
　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍す
るバイタリティーあふれる税務職員を募集しています。
　国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジ
してみませんか？
■受験資格
　１ 　令和６年４月１日において高校または中等教育

学校を卒業後３年を経過していない者および令和
７年３月までに高校または中等教育学校を卒業す
る見込みの者

　２　人事院が１に掲げる者に準ずると認める者
■受験申込受付期間
　令和６年６月14日（金）〜６月26日（水）

■受験申込方法
　受験申込みはインターネット申込みとする。
　 国家公務員試験採用情報NAVI
　（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html）
■第１次試験日
　令和６年９月１日（日）

問  仙台国税局人事第二課試験研修係　
☎022ｰ263ｰ1111　内線3236
人事院東北事務局　☎022ｰ221ｰ2022

Information　NEXCO東日本お客さまセンター・環境防災課

ふるさと帰還通行カードの期間の延長について
　原発事故による警戒区域などからの避難者に対する
高速道路の無料措置は令和７年３月31日まで延長さ
れました。
　令和５年11月から更新カード（緑色）に移行し、
更新申請時に利用区間・利用目的を確認するとともに、
申請のあった区間の走行に限り無料措置の対象となっ
ています。
　更新カード（緑色）をお持ちの方は、引き続き申請
した区間で更新カード（緑色）を提示してご利用いた
だき、更新手続きがお済みでない方は、東日本高速道

路株式会社（NEXCO東日本）より更新申込書が郵送
されておりますので、広野町役場 環境防災課に更新
申込書および必要書類を添えてご提出ください。
※ 更新申込書を紛失された方は、NEXCO東日本お客

さまセンターへ再送のご連絡をお願いいたします。

問  NEXCO東日本お客さまセンター
☎0570ｰ024ｰ024 または ☎03ｰ5308ｰ2424
広野町　環境防災課　☎0240ｰ27ｰ2114

福島県農作業安全運転展開中
重点推進期間　令和６年４月１日〜５月31日
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Information　放射線相談室

令和６年４月より「内部被ばく検査」・「外部被ばく検査」・
「自家消費野菜等検査」の体制が変わります
■内部被ばく検査
　町は、広野町保健センターにおいてホールボディカウンタ（ＷＢＣ）を使った内部被ばく検査を希望される町民
の方を対象に実施しておりましたが、これまでの検査実績などを踏まえ、令和６年４月より次のとおり検査体制を
変更いたします。ご不便をおかけいたしますが、ご理解を賜りますようお願いいたします。

令和６年３月まで 令和６年４月以降
実施機関 広野町 環境省（公益財団法人原子力安全研究協会が運営）
実施場所 広野町保健センター 富岡町内または大熊町内または双葉町内（いずれもＷＢＣ積載の大型バスを配置）

実施日時 平日午前８時30分〜
午後５時15分 上記のいずれかの場所で毎月１回程度

予約方法 広野町保健センターに
電話などで予約

予約不要（ただし実施場所および日時は毎月異なるため、下記問い合わせ先まで
事前にご連絡ください）

問い合わせ 広野町保健センター
☎0240ｰ27ｰ3040

〇測定の実施に関すること　 原子力安全研究協会　線量把握事業電話相談窓口　
☎0120ｰ466ｰ559（内部被ばく検査専用）

〇その他放射線全般に関すること　広野町放射線相談室　☎0240ｰ27ｰ2113
　また、福島県が運営する内部被ばく検査もご利用いただけます。詳しくは、ふくしま復興情報ポー
タルサイト内にある「ホールボディ・カウンタによる内部被ばく検査について」をご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/wbc-kensa.html▶

■外部被ばく検査
　町は、広野町放射線相談室（広野町健康福祉課内）において個人線量計（ＤシャトルまたはDOSE）を使った外部被
ばく検査を希望される町民の方を対象に実施しておりましたが、これまでの検査実績などを踏まえ、令和６年４月
より次のとおり検査体制を変更いたします。ご不便をおかけいたしますが、ご理解を賜りますようお願いいたしま
す。なお、現在町から貸与を受けている個人線量計をお持ちの方は、引き続き放射線相談室において回収いたします。

令和６年３月まで 令和６年４月以降
実施機関 広野町（放射線相談室） 環境省（公益財団法人原子力安全研究協会が運営）

受付場所 広野町役場放射線相談室
（健康福祉課内） 変更無し

受付日時 平日午前８時30分〜午後５時15分 変更無し
予約方法 予約不要 変更無し

問い合わせ 放射線相談室（健康福祉課内）
☎0240ｰ27ｰ2113

〇 測定の実施に関すること　原子力安全研究協会　線量把握事業電話相
談窓口　☎0120ｰ511ｰ157（外部被ばく検査専用）

〇その他放射線全般に関すること　広野町放射線相談室
　☎0240ｰ27ｰ2113

■自家消費野菜等検査
　町は、広野町公民館内において食品放射線検査機器（破壊式・非破壊式）を使った自家消費野菜等検査を希望さ
れる町民の方を対象に実施しておりましたが、これまでの検査実績などを踏まえ、令和６年４月より次のとおり検
査体制を変更いたします。ご不便をおかけいたしますが、ご理解を賜りますようお願いいたします。

令和６年３月まで 令和６年４月以降

実施機関 広野町（検査業務は㈱
環境分析研究所が実施） 広野町（検査業務は広野町放射線相談室が実施）

実施場所 広野町公民館内 変更無し

実施日時
平日午前８時30分〜
午後５時15分

（ただし時期により変動）

毎週月曜日、水曜日、木曜日（祝日を除く）
午後１時〜午後５時（ただし時期により変動）

予約方法 予約不要 事前に下記問い合わせ先まで電話予約（測定員は放射線相談室業務と測定業務を兼
務するため、公民館内に常駐しておりません）

問い合わせ 広野町産業振興課
☎0240ｰ27ｰ4163

〇測定の実施や予約に関すること　広野町放射線相談室　☎0240ｰ27ｰ2113
〇野菜などの安全性に関すること　広野町産業振興課　☎0240ｰ27ｰ4163
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Information　健康福祉課・福島県相双地方振興局県税部

身体などに障がいがある方のための
自動車税（種別割、環境性能割）の減免制度について

　心身に障がいのある方が使用する自動車について、一定の要件を満たす場合、申請に
より自動車税（種別割、環境性能割）の減免（免除）を受けることができます。
　※ 減免は障がいのある方ひとりあたり１台に限ります。また軽自動車の減免（21ペー

ジ参照）を受けている方は自動車税の減免を受けることができません。
■減免の要件

　身体障害者手帳などの交付を３月31日までに受けている方の通学、通勤、通院、
通所もしくは生業のために専ら使用する（ただし、18歳以上の身体障害者手帳をお
持ちの方については使用目的は問いません。）車両で、次の要件を満たしているもの。

（１）対象となる自動車
　①心身に障がいのある方が使用する自動車
　②心身に障がいのある方のために、この方と生計を一にする方（同居家族など）が使用する自動車
　③心身に障がいのある方のために、常時介護する方が使用する自動車
※ いずれの場合も、18歳以上の身体障害者手帳をお持ちの方については、対象とする自動車が本人所有である
ことが要件となります。

（２）対象となる障害等級など
【身体障害者手帳】
表のみかた） ●は障がいのある方本人、生計を一とする方（家族）または常時介護する方が運転する場合に対象
　　　　　　〇は障がいのある方本人が運転する場合に限り対象

区　　分 範　　囲
１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

視覚障がい ● ● ● ●
聴覚障がい ● ●
平衡機能障がい ●
音声機能障がい 〇
上肢不自由 ● ●
下肢不自由 ● ● ● 〇 〇 〇
体幹不自由 ● ● ● 〇
乳幼児期以前の非進行性脳病変による
運動機能障がい

上肢機能 ● ●
移動機能 ● ● ● ● ● ●

心臓、じん臓、呼吸器、小腸、ぼうこうまたは直腸機能障がい ● ● ●
肝臓、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障がい ● ● ● ●

【療育手帳・精神障害者保健福祉手帳】
区　　分 範　　囲

療育手帳 A（重度）

精神障害者保健福祉手帳 手帳に記載された等級が１級、かつ自立支援医療受給者証（精神
通院医療に係るものに限る。）の交付を受けていること

※戦傷病者手帳の交付を受けている方については、身体障害者手帳と同程度の障がいがあれば対象となります。
■申請期間　令和６年４月１日〜５月31日
　※この期間を経過しても手続きはできますが、手続きのあった日の属する翌月からの月割減免となります。
■手 続 き　次の書類をご持参のうえ、福島県の窓口（最寄りの地方振興局県税部）までお越しください。

（１）身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳または戦傷病者手帳（コピー不可）
（２）運転する方の運転免許証（コピー不可）
（３）車検証（コピー不可）
（４）住民票謄本（障がいのある方が運転される場合以外）
（５）常時介護証明書（常時介護する方が運転する場合のみ。広野町健康福祉課で交付いたします。）
（６）その他必要な書類

■そ の 他　 常時介護証明書は広野町健康福祉課で交付いたします。前記「手続き」における必要書類のうち（１）
から（３）および印かんをご持参のうえ、広野町健康福祉課までお越しださい。

問  広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113　　福島県　相双地方振興局県税部　☎0244ｰ26ｰ1127
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Information　健康福祉課・町民税務課

身体などに障がいがある方のための
軽自動車税（種別割）の減免制度について

　心身に障がいのある方が使用する軽自動車・二輪車などについて、一定の要件を満た
す場合、申請により軽自動車税（種別割）の減免（免除）を受けることができます。
　※ 減免は障がいのある方ひとりあたり１台に限ります。また普通自動車の減免（20

ページ参照）を受けている方は軽自動車税の減免を受けることができません。
■減免の要件

　身体障害者手帳などの交付を３月31日までに受けている方の通学、通勤、通院、
通所もしくは生業のために専ら使用する車両で、次の要件を満たしているもの。

（１）対象となる軽自動車など
　①心身に障がいのある方が使用する軽自動車など
　②心身に障がいのある方のために、この方と生計を一にする方（同居家族など）が使用する軽自動車など
　③心身に障がいのある方のために、常時介護する方が使用する軽自動車など

（２）対象となる障害等級など
【身体障害者手帳】
表のみかた）●は障がいのある方本人、生計を一とする方（家族）または常時介護する方が運転する場合に対象
　　　　　　〇は障がいのある方本人が運転する場合に限り対象

区　　分 範　　囲
１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

視覚障がい ● ● ● ●
聴覚障がい ● ●
平衡機能障がい ●
音声機能障がい 〇
上肢不自由 ● ●
下肢不自由 ● ● ● 〇 〇 〇
体幹不自由 ● ● ● 〇
乳幼児期以前の非進行性脳病変による
運動機能障がい

上肢機能 ● ●
移動機能 ● ● ● ● ● ●

心臓、じん臓、呼吸器、小腸、ぼうこうまたは直腸機能障がい ● ● ●
肝臓、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障がい ● ● ● ●

【療育手帳・精神障害者保健福祉手帳】
区　　分 範　　囲

療育手帳 A（重度）

精神障害者保健福祉手帳 手帳に記載された等級が１級、かつ自立支援医療受給者証（精神
通院医療に係るものに限る。）の交付を受けていること

※戦傷病者手帳の交付を受けている方については、身体障害者手帳と同程度の障がいがあれば対象となります。

■申請期間　軽自動車税（種別割）納税通知書が届いた日から納期限まで
■手 続 き　次の書類をご持参のうえ、広野町町民税務課までお越しください。

（１）身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳または戦傷病者手帳（コピー不可）
（２）軽自動車税（種別割）納税通知書（令和６年分）　※お支払いをせずにお持ちください
（３）運転する方の運転免許証（コピー可）
（４）車検証（コピー可）
（５）納税義務者の印かん
（６）その他必要な書類

問  広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113　　広野町　町民税務課　☎0240ｰ27ｰ4160
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Information　総務課

広野町タクシー利用料金助成事業のご案内
　町民誰もが安全で安心して生活できるまちづくりの
ため、日常生活での移動手段に不安を感じている高齢
者などを対象に、タクシー利用料金の一部を助成しま
す。

対象となる方
　広野町に住民票（住民基本台帳）を有し、以下の要
件に該当する方

（１） 申請日の属する年度の４月１日現在において75
歳以上の方

（２） 身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）な
どの規定による手帳の交付を受けた方

（３）妊娠中または出産後１年以内の方
（４） 運転免許証を自主返納した方（ただし、広野町

高齢者運転免許証自主返納者支援事業のタク
シー利用券を利用する場合は除く。）

申請方法
　役場総務課窓口にて申請してください。（※申請書
は役場窓口で準備します。）
　申請の際は、資格に要する本人確認などができるも
のをご提示してください。

※交付枚数は以下の申請時期により異なります。

▪４〜６月に申請した方・・・・・24枚
▪７〜９月に申請した方・・・・・18枚
▪10〜12月に申請した方・・・・12枚
▪１〜３月までに申請した方・・・ ６枚

利用方法
　タクシー券は１枚500円券とし、運賃を支払う際
にタクシードライバーに提出してください。（※一度
に何枚でも使用できますがおつりは出ません。）
　また、タクシー券の有効期限は、利用決定日の属す
る年度の末日までとなり、利用区間は町内のみとなり
ます。

利用できるタクシー会社
広野タクシー有限会社　☎0240ｰ27ｰ2151
営業時間　午前７時〜午後９時
問  広野町　総務課　☎0240ｰ27ｰ2111

Information　富岡土木事務所

富岡土木事務所からのお知らせ
【新しい花壇を整備しました】
　３月10日（日）、ひろの防災緑地サポーターズクラ
ブの皆さまと共に防災緑地の北側に位置する場所に新
しい花壇を整備しました。
　今後花植を行う予定ですので、植える花について要
望がありましたら、事務局（富岡土木事務所業務課）
まで御連絡ください。植える時期はホームページおよ
びインスタグラムでお知らせいたしますので、興味の
ある方は是非参加していただき、一緒にひろの防災緑
地をより良いものにしていきましょう。 問  富岡土木事務所　業務課　☎0240ｰ23ｰ5558

ひろのどこでもe ｰ Booksをご存知ですか？
　広野町が発行している「広報ひろの」や「広野町ガイドブック」、「議会だより」、
「東日本大震災の記録」などをパソコンやタブレット端末で見ることができます。 「ひろのどこでも

e-Books」を検索
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Information　復興企画課

いわきFCホームゲーム無料ご招待のご案内
みんなでいわきFCを応援しよう！
■対象者
　申し込み時点で広野町に住民票を有している方
■配布チケット
　 申し込みの先着順に配布（チケット：自由席）
　 各試合50〜60枚　※試合によって枚数が異なりま

す。無くなり次第終了
■申込場所
　広野町役場２階復興企画課窓口　
　※午前９時〜午後５時、土日祝日を除く
■対象の試合と申込期間
・令和６年４月13日（土）午後４時キックオフ　
　清水エスパルス戦（ハワイアンズスタジアムいわき）
　【申込期間】令和６年４月１日（月）〜４月12日（金）

・令和６年５月３日（金・祝）午後４時キックオフ
　ジェフユナイテッド千葉戦

　（ハワイアンズスタジアムいわき）
【申込期間】令和６年４月15日（月）〜５月２日（木）
・令和６年５月12日（日）午後１時キックオフ
　レノファ山口FC戦（ハワイアンズスタジアムいわき）

【申込期間】令和６年４月22日（月）〜５月10日（金）
■その他
・電話、メール、FAXでの申込受付は行いません。
・ 申込みの際には、住所を確認できるもの（免許証、

保険証など）をご提示ください。
・営利目的での転売、譲渡はおやめください。
・ 多くの皆様に試合を御覧いただきたいため、初回申

し込みの方を優先させていただきます。
問  復興企画課　☎0240ｰ27ｰ1251

◆社会福祉法人友愛会
　社会福祉法人友愛会では、職員が元気に働くこと
ができるよう、「人」に対する投資として健康づく
りに力をいれています。健診結果を活用し、データ
を前年と比較したり、管理栄養士などの専門職から
アドバイスを受けたり、健康に関する職員研修も実
施しています。また、メンタルヘルス事業としてメ
ンタルチェックを年一回実施し、心の健康づくりに
も力をいれています。職員の「健康」への意識が変
化してきています。友愛会では様々な取り組みを行
い、職員が働きやすい環境や元気に働ける職場づく
りを目指しています。

◆株式会社フタバファストサービス
　株式会社フタバファストサービスは、宿泊施設の

「食」を担っている会社です。主食にこんにゃくや
雑穀米を混ぜてカロリーを抑えることや、栄養士の
助言を受け、試食を重ねておいしい減塩料理を提供
することで、従業員の食に対する意識や知識も高め
られています。また、トレーニングジムやゴルフ練
習場を設置し、宿泊者も気軽に運動できる環境も備
えています。健康な体で働き続けることができるた
めの取り組みを日々行っています。

「ふくしま健康経営優良事業所2023」に町内２事業所が認定　
従業員の健康づくりに積極的な事業所が認定を受けられる「ふくしま健康経営優良事業所2023」に

新たに町内の２事業所が認定を受けました。
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Information　平年金事務所・健康福祉課

令和６年度 国民年金保険料について
　令和６年度の国民年金保険料は、月額16,980円で
す。保険料は、日本年金機構から送られる納付書によ
り、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアなど、
またはスマートフォンアプリによる電子決済・電子納
付（ペイジー、インターネットバンキングなど）で納
付することができます。また、便利でお得な口座振替・
クレジットカード納付もあります。
　保険料を納付することが経済的に難しい場合は、未

納のままにせず、保険料免除制度・納付猶予制度を、
学生の方は学生納付特例制度をご利用ください。
　更に、国民年金第１号被保険者で出産日が平成31
年２月１日以降の方は産前産後期間の免除制度があり
ます。

問  平年金事務所　☎0246ｰ23ｰ5611
広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113

Information　福島広域雇用促進支援協議会
厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」

福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ
【求職者向け】職場体験実習�参加者大募集！
　応募する前にまずは体験したい方！仕事のブランク
があって就職活動に不安がある方！未経験の職種に
チャレンジしてみたい方！実際の職場で就業体験でき
るチャンスです！
　仕事の内容を知ると、働くイメージがわきます！是
非お気軽にお問合せください。　
※お申し込み随時受付中！　
■体験期間　１〜３日
■体 験 先　職場体験実習登録事業所
■参加方法　ホームページから申込
　詳細はホームページをご覧ください。

就職相談
　「就活って何から始めればいいかわからない」「自分
に合う求人をみつけられない」「働きながら転職活動
ができるか不安」「定年後も元気なうちは働きたい」
　こんなあなたの就職・転職の悩みを一緒に解決して
いきましょう！まずはご相談ください。

【利用無料・若者からシニアまでＯＫ】
■電話　フリーダイヤル 0120ｰ810ｰ650
■ 受付時間　平日午前９時〜正午、
　午後１時〜午後４時30分
■ メール　ホームページ ( https://fkkoyou.net/ ）

の専用フォームから24時間受付中
■ 窓口・オンライン　※予約制（フリーダイヤルまた

は専用フォームからお問合せください）
問  福島広域雇用促進支援協議会 広野窓口
　　（広野町役場産業振興課内）

☎0240ｰ23ｰ5586  0240ｰ23ｰ5587はたらっこ働きたいネット  検索

第３回全日本少年少女空手道選抜大会
　令和６年２月16日（金）〜18日(日)、第３回全日
本少年少女空手道選抜大会が北海道函館市で開催さ
れました。
　佐藤心春さんが組手の部に出場し、準優勝の成績
を収めました。
　おめでとうございます。

広野町少年空手部の活動について



Information

25 2024.4 2024.4 広報ひろの 広報ひろの 

スポーツを始めよう！
　さまざまなスポーツなどの教室を開催しています。
　興味をお持ちになった際は、ふるってご参加ください。

■教室事業
事業名 実施日 時　間 場　所 対　象

幼児～小学生向け事業
フットサル教室
（幼稚園クラス） 月曜日 16:00－17:00 中央体育館 年中－年長

たいそう教室 水曜日 16:00－17:00 中央体育館 年中－小学３年生
空手道教室 月曜日／水曜日 17:30－19:00 中央体育館 年少－中学生
フットサル教室
（小学生クラス） 火曜日 18:00－19:30 多目的運動場 小学生

かけっこ教室 木曜日
16:30－17:30

中央体育館 小学生
18:00－19:30

バドミントン教室 月曜日 18:30－20:00 中学校体育館 小学４－６年生
一般向け事業
養生太極拳教室 木曜日 10:30－11:30 中央体育館２階 成人－シニア
やさしいピラティス
教室（ヨガなど） 金曜日 17:15－18:00 公民館和室 中学生－シニア

■少年クラブ事業
事業名 実施日 時　間 場　所 対　象

少年剣道部
火曜日／金曜日 18:30－20:30

中学校武道場 小学生－中学生
土曜日 ９:00－11:30

少年空手道部 月曜日／水曜日 19:00－20:30 中央体育館 小学生－中学生

少年陸上部
月曜日 18:00－19:30

総合グラウンド 小学３年生－中学生
土曜日 ９:00－10:30

■成人クラブ事業
事業名 実施日 時　間 場　所 対　象
野球部 木曜日 19:00－21:00 総合グラウンド 社会人

サッカー部 不定期 － 多目的運動場 社会人
バレーボール部 火／金曜日 19:00－21:00 中央体育館 社会人

テニス部
火／木曜日 18:30－20:30

テニスコート 社会人
土／日曜日 10:00－17:00

バドミントン部
火曜日 20:00－21:00 中学校体育館

社会人
土曜日 13:00－15:00 中央体育館

グラウンドゴルフ部 水曜日 ８:30－11:00 二ツ沼公園 社会人
剣道部 水曜日 19:00－21:00 中央体育館 社会人

問  広野町　生涯学習課　☎0240ｰ27ｰ3244
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医療法人社団  養高会  高野病院
▶診療時間：月曜日から金曜日　
　午前８時30分〜午前11時
　 木曜日　循環器内科外来の診療を開

始しました。
▶救急診療：月曜日から金曜日　
　午前８時30分〜午後３時
　 注） 午前11時までは外来にお越しください。

午前11時以降は事前にお電話ください。

▶ 訪問診療：通院が困難な方のご自宅
に医師が訪問して自宅療養を支援し
ます。

　 ご希望の方は広野町社会福祉協議会
にご相談いただくか、高野病院の医
療連携室にご相談ください。

▶電話番号：0240ｰ27ｰ2901

馬場医院
▶診療時間：月曜日から金曜日
　午前８時30分〜正午
　午後２時〜午後６時
　土曜日　午前８時30分〜正午
▶ 救急診療：随時対応しています。事

前に馬場医院にお電話ください。

▶ 訪問診療：通院が困難な方のご自宅
に医師が訪問して自宅療養を支援し
ます。ご希望の方は、馬場医院にご
相談ください。

▶電話番号：0240ｰ27ｰ2231

医療法人社団 新妻歯科医院
▶診療時間：木曜日・金曜日
　午前９時30分〜午後０時30分
　午後２時〜午後６時30分
▶電話番号：0240ｰ27ｰ4020

令和５年度県民健康調査「こころの健康度・生活習慣に関する調査」
ここから調査の回答のお願い
　福島県立医科大学では、対象となる方へ令和６年２
月上旬より調査票をお送りし、令和５年度のここから
調査を実施しています。
　令和６年８月末日までに回答いただいた方には、ご
自身のこころの健康度や生活習慣の状況、昨年度との
比較、項目ごとのアドバイスを記載した個人結果通知
書をお返しいたします。
　普段の生活では気づきにくい「こころ」や「からだ」
の変化をチェックする機会にもなりますので、まだお済
みでない方は、ここから調査への回答をお願いします。
■対象者　令和５年４月１日現在住民登録のある方など
■回答方法と受付時期
　１　郵送による回答　随時
　２　 オンライン（スマートフォン・パソコン）によ

る回答　４月末まで

問   福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理セン
ター　☎024ｰ549ｰ5170
午前９時〜午後５時（土日祝・年末年始を除く）

高齢者肺炎球菌予防接種のご案内
　町では公費で高齢者肺炎球菌予防接種を実施してい
ます。
■対象　①65歳の方
　　　　② 60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓、

呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能に障害を有する方

※ 福島県内の登録医療機関で行うことができます。接
種を希望する医療機関へお問い合わせください。

※ 65歳になった方へ順次予診票を送付します。お手
元に届きましたら、接種してください。

※ 過去に一度でも23価肺炎球菌ワクチンを接種した
ことがある方は町の助成対象になりませんのでご了
承ください。

問  広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

調査票 個人結果通知書
（令和４年度調査の例）

町 内 医 療 機 関 情 報
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令和６年度 元気アップ教室のご案内
　保健センターにて、Ｊヴィレッジのインストラク
ターによる運動教室を開催します。
　運動不足を感じている方は、ぜひご参加ください。
■実施期間　令和６年５月〜令和７年３月
　　　　　　月２・３回
※ 詳しい日程は保健センターにお問い合わせくださ

い。

■場　　所　広野町保健センター
■人　　数　定員15名
■申込み先　広野町保健センター
■申込締切　令和６年４月26日（金）

問  広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

令和６年度 広野町健康診査･各種検診のご案内
検�診�項�目 対　象　者 検診内容など 検診時期、場所 事 前 申 込

特 定 健 康 診 査
（ 広 野 町 国 保 ）

40〜74歳の
広野町国保加入者

身体計測
血圧測定
尿検査
血液検査
心電図検査
眼底検査

総合検診
(７/２〜７/６、

８/25)

不　要

特 定 健 康 診 査
(広野町国保以外）

40〜74歳の
社会保険被扶養者
( 社会保険加入者本人の特定
健診については、職場にお
問い合わせください）

健 康 診 査 後期高齢者医療保険加入者
など（75歳以上の方など）

大 腸 が ん 検 診 40歳以上 便潜血反応検査
（２日法）

肺 が ん 検 診 40歳以上 胸部レントゲン
検査結 核 検 診 65歳以上

前 立 腺 が ん 検 診 50歳以上の男性 血液検査

喀 痰 検 査 50歳以上で喫煙指数が
600以上の方 痰の検査

肝炎ウイルス検査 40歳以上で未検査の方 血液検査
骨 粗 鬆 症 検 査 40歳以上の女性 足骨密度測定

胃 が ん 検 診
（ ど ち ら か 一 方 ）

40歳以上 バリウム検査
50歳以上　隔年

（年度末年齢が偶数の方）　
胃カメラ

（自己負担有り） 指定医療機関

後日
お知らせ
します。�

乳 が ん 検 診

30歳代の女性　　隔年
年度末年齢が偶数の方 エコー

保健センター
40歳以上の女性　隔年
年度末年齢が偶数の方 マンモグラフィ

子 宮 頸 が ん 検 診 20歳以上の女性　隔年
年度末年齢が偶数の方 細胞診 保健センターまたは

指定医療機関

※乳がん、子宮がん検診については前年度の受診歴のない方も対象になります。
問  広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

広野町　健康福祉課　　☎0240ｰ27ｰ2113



保健センタートレーニングルーム利用のご案内
保健センターでは、以下のとおりトレーニングルームを開放しています。
体力作りや運動不足の解消などにぜひご利用ください。
●時　間　月～金曜日　午前９時～午後５時（※祝日・年末年始を除く）
　　　　　火曜日と木曜日のみ、午後８時まで利用可
●対　象　広野町民　　●料　金　無料
●持ち物　室内運動靴、タオル、水分など（保健センター内に自動販売機はありません）
●注　意　�・トレーニングルーム内では、水分補給以外の飲食は禁止です。・運動できる服装でお越しく

ださい。・ご利用の際は窓口で声をかけてください。・指導者や付添はいません。正しく使用し、
ケガや事故がないように注意ください。

問 �広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

うちトレ
おうちで

トレーニ
ング
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　みなさんこんにちは(^^♪　今回は下半身でふくらはぎ・太もも裏中心のストレッチ・トレーニングのご
紹介です。ふくらはぎの基本的な働きとして、運動時に足首を伸ばし地面を蹴ることや立っている時の姿
勢の維持があります。また、下半身に巡った血液を全身に循環させる役割も果たしています。効率よくス
トレッチなどを行い、日常生活を健康的に過ごしましょう(^^♪

下半身（ふくらはぎ～太もも裏)の
ストレッチ・トレーニング編

写真１

写真２

写真３

①下半身（ふくらはぎ～太もも裏）のストレッチ
【やり方】
１．膝立ちになります。
２．写真１のように片足を膝の角度が90度になるように前に出します。
３．写真２のようにお尻を後ろに引きます。
４．10秒〜20秒程キープし、ゆっくり戻します。
５．反対も行います。

【ポイント】
・膝立ちになる際、足は腰幅に開きつま先は立てましょう。
・呼吸を止めずに行いましょう。
・ お尻を後ろに引く際、できるだけ膝は伸ばしつま先は上に向けましょう。

②下半身（ふくらはぎ～太もも裏）のトレーニング
【やり方】
１．足を肩幅に開きます。
２．写真３のようにゆっくりと腰を落としていきます。
３．10秒〜20秒程キープします。
４．ゆっくり戻します。

【ポイント】
・腰を落とす際、背中が丸まらないようにしましょう。
・膝はつま先より前に出ないようにしましょう。
※１セット10回〜20回程度行いましょう。
※慣れてきたらセット数を増やしていきましょう。
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vol.25食改さん食改さんののおすすめレシピおすすめレシピ

●�材料（４人分）
大根…80g
にんじん…30g
しいたけ…20g
ごぼう…30g
長ねぎ…20g
サバ水煮缶
　…160g（１缶弱）
水…150ml
味噌…小さじ２
牛乳…300ml　　
三つ葉…８g
粉山椒…お好みで

●�材料（４人分）
豚ひき肉…220g
　酒…小さじ１　
　しょうゆ…小さじ１
　しょうが汁…少量
ピーマン…160g
さやいんげん…160g
油…大さじ１と1/3
ポン酢しょうゆ…大さじ４
塩…ひとつまみ

エネルギー　147kcal　塩分　0.8ｇ
（１人分）

エネルギー　145kcal　塩分　0.9ｇ
（１人分）

●�作り方
①大根、にんじんは厚さ２～３㎜のいちょう切りにす
る。しいたけは石づきを取って半分に切ってから薄
切りにする。ごぼうは斜め薄切りにし、しばらく水(分
量外)にさらしてから水気をしぼっておく。長ねぎは
小口切りにする。

②鍋にサバ缶を汁ごと入れて水を加え、長ねぎ以外の①
の具を加えてフタをし、中火にかける。煮立ってきた
ら弱火にして10分煮る。

③味噌を少量の牛乳で溶いておく。
④②に③と残りの牛乳、長ねぎを加え、ひと煮立ちした
ら火を止めて器に盛り付け、刻んだ三つ葉をのせる。

⑤お好みで粉山椒をふる。

●�作り方
①ひき肉はAで下味を付ける。
②ピーマンは細切りにし、さやいんげんは半分
に切る。

③油を熱して①を炒め、色が変わったら野菜を
加えてさらに炒め、ポン酢しょうゆと塩で調
味する。

サバ缶の具だくさんみそ汁

ひき肉とピーマン・いんげんのポン酢炒め

毎月17日は「減塩の日」
毎月19日は「食育の日」
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行
々
子
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会員募集のお知らせ
　広野町俳句会では、会員を募集しています。俳句に興味のある方大歓迎です。俳句を通して
みなさんと交流してみませんか。詳しくは、下の連絡先までお問い合わせください。
問  広野町俳句会　☎090ｰ7063ｰ1676

A



 問 広野町図書室　☎0240-27-3211　e-mail：hirono-library@abelia.ocn.ne.jp

■は休室日
開室時間：午前８時30分～午後５時15分

図書室休室日のお知らせ
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２月の貸出ランキング
１位　キレイはこれでつくれます／MEGUMI
２位　魔女と過ごした七日間／東野　圭吾　
３位　椿ノ恋文／小川　糸　　
４位　人間標本／湊　かなえ　
５位　この嘘がばれないうちに／川口　俊和

本のリクエスト・リサイクルについて
　図書室では、利用者から本の購入リクエ
ストを受け付けております。
　寄贈本に関しては、広野町ゆかりの図書
を収集します。一般図書は可能な限り新刊
本を収集します。
　詳しくはスタッフまでお尋ねください。

◇
一
般
図
書

あ
や
う
く
一
生
懸
命
生
き
る
と
こ
ろ
だ
っ
た

 

ハ
・
ワ
ン　
著

　
毎
日
、走
り
続
け
疲
れ
切
っ
た
あ
な
た
に

こ
そ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
。「
こ
ん
な
に

一
生
懸
命
生
き
て
い
る
の
に
、自
分
の
人
生

は
な
ん
で
こ
う
も
冴
え
な
い
ん
だ
」と
や
り

き
れ
な
い
気
持
ち
が
限
界
に
達
し
、40
歳
を

目
前
に
し
て
何
の
プ
ラ
ン
も
な
い
ま
ま
会
社

を
辞
め
、「
一
生
懸
命
生
き
な
い
」と
決
め
た

著
者
。そ
ん
な
著
者
が
教
え
る
自
分
ら
し
く

生
き
る
コ
ツ
と
は
？
つ
か
れ
た
時
、何
も
し

た
く
な
い
時

に
自
分
の
声

に
耳
を
傾
け

る
き
っ
か

け
を
く
れ

る
本
に
な

り
ま
す
。

◇
児
童
図
書

ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
あ
い
う
え
お

　
工
藤
ノ
リ
コ　
著

　
工
藤
ノ
リ
コ
さ
ん
の
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

シ
リ
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。た
く
さ
ん
の
言
葉

と
合
せ
て
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
が
た
く
さ
ん

現
れ
る
楽
し
い
一
冊
で
す
。は
じ
め
て
ひ
ら

が
な
に
触
れ
る
お
子
さ
ん
や
ひ
ら
が
な
を
習

い
始
め
た
小
学
生
の
お
子
さ
ん
な
ど
、絵
や

言
葉
を
使
っ
て
ひ
ら
が
な
や
言
葉
を
覚
え
る

の
に
も
ぴ
っ
た
り
な
知
育
絵
本
で
す
。こ
の

本
を
使
っ
た
遊
び
方
は
無
限
大
!!
し
り
と
り

し
た
り
、言
葉
さ

が
し
を
し
た
り
、

反
対
言
葉
を
探
し

た
り
と
親
子
で
遊

び
な
が
ら
知
育

が
で
き
る
絵
本

に
な
り
ま
す
。

　
４
月
14
日
は
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
さ
れ
て

い
る
。２
月
14
日
の「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」

で
愛
を
告
白
し
、３
月
14
日
の「
ホ
ワ
イ
ト

デ
ー
」で
そ
の
返
礼
を
し
た
後
で
、そ
の
二
人

の
愛
情
を
確
か
な
も
の
と
す
る
日
と
し
て
、

オ
レ
ン
ジ
ま
た
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
り
あ
う
。記
念
日
は
一
般
社
団
法

人・日
本
記
念
日
協
会
に
よ
り
認
定・登
録
さ

れ
た
。オ
レ
ン
ジ
は
樹
に
た
く
さ
ん
の
実
を

つ
け
る
こ
と
か
ら「
繁
栄
」「
多
産
」の
シ
ン
ボ

ル
と
さ
れ
、「
花
嫁
の
喜
び
」と
い
う
花
言
葉

を
持
つ
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
オ
レ
ン
ジ
の
花

は
花
嫁
を
飾
る
花
と
し
て
頭
に
つ
け
る
コ

サ
ー
ジ
ュ
に
使
わ
れ
る
。
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明
青
学
院
大
学
に
通
う
主
人
公
の
結
城
櫂

は
、あ
る
日
大
学
構
内
で
耳
の
聞
こ
え
な
い

萩
尾
沙
絵
に
出
会
う
。同
じ
大
学
に
通
う
同

級
生
も
加
わ
り「
オ
レ
ン
ジ
の
会
」を
結
成
す

る
。大
学
４
年
生
の
残
り
１
年
を
悔
い
の
な

い
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
過
ご
し
て
い
く
様
子
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描
か
れ
て
い
る
。そ
し
て
一
番
の
読
み
ど
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人
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と
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。

連
続
テ
レ
ビ
小
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半
分
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い
」の
脚
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家
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そ
し
て〝
恋
愛
の
神
様
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ぎ
ゅ
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ま
っ
た

一
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４
月
14
日
は
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

新着図書紹介
・ブラックジャック　MISSING PIECES ／手塚 治虫
・話す力／阿川 佐和子
・老いの上機嫌／樋口 恵子
・六十代と七十代 心と体の整え方／和田 秀樹
・東京都同情塔／九段 理江
・ともぐい／河崎 秋子
・八月の御所グラウンド／万城目 学
・かってもまけてもいいんだよ／

オーレリー ･シアン･ショウ･シーヌ
・どすこいみぃちゃんパンやさん／町田 尚子

　　　　　　他２冊
★ その他、寄贈本については、２月に２名の方から22

冊寄付頂きました。

４月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

５月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31
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英語英語でであれこれ あれこれ 
第８回第８回

Tips on how to learn English
Studying�English�is�totally�a�nerve-wracking�situation.�
Learning�a�language�takes�time.�But,� I�always�believe�
in� the�saying�that�“Experience� is� the�best� teacher.”�
Being�exposed�to�the�language�may�help�you�to�learn�
quickly.� I'm� from�the�Philippines.�English� is�not�our�
national� language.�We�have�Filipino�language�as�our�
national�language�and�English�is�our�second�language.�
I�consider�myself�as�a�trilingual�because�I�speak�three�
languages;�English,�Tagalog�and�Bisaya.�I�am�trying�my�
best�to�learn�Japanese,�but�I�don't�want�to�rush�myself�
learning� it�because�I�know�things�take�time.�For�the�
reasons�why�some�of�us�wants� to� learn�any�other�
language,� the� first�one� is�we�want�to�communicate�
with�one�another�effectively.� Second,�we�want� to�
understand�each�other's�culture.�Third,� it� is�a�great�
opportunity� to�do�the�things�we� love,�go�anywhere�
we�want�and�etc.�These� reasons�are�some�of� the�
many�reasons�why�we�want�to�learn�a�new�language.�
Now,�let's�take�a�look�of�the�ways�might�help.�
1.�Try�to�read�everything�written�in�English.�
2.��Build�your�English�vocabulary�bank,�use� it�when�
you�have�a�chance.

3.�Communicate�with�English�speakers.
4.��Watch�YouTube,�movies�and�listen�to�podcasts�in�
English.

5.�Studying�English�with�friends/colleagues.
6.�Add�some�English�songs�in�your�playlists.
7.�Try,�try�and�try�again�and�keep�going.

Learning� is�an�unending�process.�Don't�be�shy�to�
commit�mistakes.�Don't�be�discouraged�if�you�commit�
mistakes�because� it� is�part�of� the�process.�Think�
positively�where�you�can�encourage�yourself� that�
surely�these�mistakes�will�help�you�learn�more�and�be�
aware�of� the� language.�That's�all� for�now.� I�hope� it�
helps.�
Spring�vacation� is�coming�up!�Take�care�of�your�
health�and�have�fun!�:)

英語学習についてのヒント
英語の勉強はとても神経を使って疲れますよ

ね。 言語の学習には時間がかかります。 しか
し、私は「経験は最良の教師である」という言
葉を常に信じています。言語に触れることで、
速く学べるようになります。 私はフィリピン
出身です。英語は私たちの母国語ではありませ
ん。私たちの母国語はフィリピン語で、英語は
第二言語です。私は、英語、タガログ語、ビサ
ヤ語の三つの言語を話すので、トリリンガル（三
言語話者）だと思っています。私は日本語を学
ぶために最善を尽くしていますが、時間がかか
ることを知っているので、焦らずに学習してい
ます。私達が他の言語を学習をする理由は、ま
ず第一に、お互いに効果的にコミュニケーショ
ンを取りたいからです。第二に、お互いの文化
を理解したいからです。第三に、好きなことを
したり行きたいところに行く、絶好の機会を得
られるからです。これらは、私たちが新しい言
語を学びたいと思う多くの理由のうちの一部で
す。それでは、役立つ方法を紹介します。

1.  英語で書かれているものを読むようにし
てみましょう。

2.  英語単語帳を作成して、機会があれば、
その中の単語を使ってみましょう。

3.  英語を話す人とコミュニケーションを
とってみましょう。

4.  英語の YouTube や映画を見たり、ポッ
ドキャスト（インターネット上の動画な
ど）を聞いたりしましょう。

5.  友達や仲間と一緒に英語の勉強をしま
しょう。

6.  お気に入り曲リストに英語の曲を追加し
ましょう。

7. 何度も繰り返して学習し続けましょう。

学習に終わりはありません。 失敗すること
を恥ずかしがらないでください。失敗を犯した
としても落ち込まず、学習の一部だと考えてく
ださい。自分自身を励ますのに、失敗は、必ず
あなたが多くのことを学べたり、学んでいる言
語について気づかせてくれると肯定的に考えま
しょう。以上です。お役に立てれば幸いです。

もうすぐ春休み！健康に留意して楽しく過ご
しましょう！ :)
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広野暮らし相談窓口「りんくひろの」相談員の大森です。３月２日（土）〜３日（日）の期
間でふくしま12市町村移住支援センターが主催する「親子で！ふくしまの暮らし体験ツアー」
が開催されましたので移住相談員として同行してきました。２日間かけて広野町から南相馬市
まで相双エリアを北上し、各自治体の子育て、教育の環境、施設を見学していくツアーとなり、
首都圏からこども連れのご家族が７組（20名）参加されました。広野町では「教育の丘」と

「ふたば未来学園」を巡り、私からは広野町の生活環境やこども園（ひろぱーく）、広野小学校、
広野中学校の紹介を行いました。「ふたば未来学園」は對馬副校長が担当され学園の学科や部
活動、双葉みらいラボ、カフェふぅの紹介をされました。移住者交流会では「いわき・双葉の
子育て応援コミュニティ cotohana（コトハナ）」代表の鈴木さんから相双エリアの子育て事
情などの紹介がされました。参加者からはお子さんの一時預かりなどの質問があり、参加者の
皆さんも真剣に説明を聞かれていました。

３月16日（土）に広野町内の空き家を活用した「住まいを暖かくするDIYワークショップ」
が開催されましたので参加してきました。このDIYワークショップは広野町の移住定住事業の
一環として開催されました。断熱改修された空き家は、移住を検討している方むけに広野町に
一時滞在していただく「お試し住宅」として活用される予定です。断熱改修することで冬場の
住環境を改善し「ヒートショック」を防ぎ健康に暮らせる住宅をひろめていく趣旨もあります。
町民の方だけでなく、首都圏からの参加者もいらっしゃり、断熱障子、内窓設置等をプロの指
導のもと行いました。断熱改修した空き家が「お試し住宅」として活用されれば、県外の方が
広野町を訪れる機会が増え移住促進にもつながっていくものと思います。

広野暮らし相談窓口 “りんくひろの”レポート

「親子で！ふくしま暮らし体験ツアー」に
同行してきました。

教育の丘

集合写真

ふたば未来学園

内窓枠づくり

3/2～3　親子で！ふくしまの暮らし体験ツアーの様子

3/16　住まいを暖かくするDIYワークショップの様子
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広野町振興公社紹介コーナー広野町振興公社紹介コーナー 第57弾

「HAMA-DORI�JAZZ�FEST2023」を開催しました
　今年はいわき市と広野町の２カ所でジャズコンサートを開催しました。
　２月12日（月・振休）には、いわきアリオスいわしん小ホールで開催しました。定員200名
のホールで立ち見が出るほどの盛況でした。プロのミュージシャンの中で、センターに立った
のは今春、国立音大を卒業するというトランペッターでした。体は小さいながらも迫力のある
アドリブを披露してくれました。
　３月３日（日）には、広野町公民館大会議室で開催しました。80名分の席を用意していたの
ですが、それでは足りず110席に増やしての開催となりました。三味線やビブラフォン（鉄琴）
といったジャズとは遠い楽器による演奏が披露されました。お越しいただいた皆様、ありがと
うございました。

「福島民友新聞社杯パークゴルフ大会」を開催しました
　２月11日（日）、「福島民友新聞社杯ＰＧ大会」を開催しました。風も無く太陽も見える暖か
い天候に恵まれたなか、134名の出場者が或いは腕を競い、或いは楽しくプレーしていただき
ました。
　今回は何と、男女とも町民の方が表彰台に登りました！
　男性の部では競合ひしめくなか、松本保久さんがスコア116で第５位に入賞し、女性の部で
はスコア112の成績を収めた２名によるプレーオフの末、新妻和子さんが見事優勝しました！
　お二方、おめでとうございます。そしてご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

公式サイト 公式インスタ

いわきアリオスでのコンサート

男性の部入賞者の皆さん

広野町公民館でのコンサート

女性の部入賞者の皆さん
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消防署からのお知らせ

火事と救急は 119 番
富岡消防署☎0240ｰ22ｰ2119
楢葉分署 ☎0240ｰ25ｰ2119
川内出張所 ☎0240ｰ38ｰ2119

新年度を迎えたこの時期に住宅の防火対策を
もう一度見直してみましょう。

・住宅用火災警報器

・コンセントまわり

※設置年月記入場所、製造年月記載場所はメーカーや製品により異なります。

１０年 で交換時期の目安としてください。

・火災に備えて住宅用消火器の設置をおすすめします。

一般住宅で使用しやすいように開発された消火器でホースが無い
ものもあり、軽量です。
様々なデザインのものがあり、家庭になじみやすくなっています。
また、消火薬剤の詰め替えや、消火器内部の点検は不要となります。
※使用期限があるので、定期的な交換は必要です。

許容電流を超えることで発熱･発火するたこ足
配線は、火災原因の一つです。電気器具類等の
同時使用に気をつけましょう。

コンセントの周りはこまめに掃除をして、
ほこりをためないようにしましょう。

・正常な場合
  「ピーピーピー」、「ピーピーピー火事です」、
  「正常です」など ※警報音はメーカーや製品により異なります。

○○年○月設置 製造年月○○年○月



35 2024.4 2024.4 広報ひろの 広報ひろの 

〒979-0515　福島県双葉郡葉町大字上小塙字小山6-2
0240-25-5315（代表）　0240-25-5385
E-mail：soumu@f-mizu.jp

問い合わせ 双葉地方水道企業団問  

水道水中における放射性物質のモニタリング結果

水道企業団からのお知らせ

１. 測定機関　 双葉地方水道企業団　　 
２. 分析装置　ゲルマニウム半導体検出器　
３. 検査頻度　毎日　　
４. 測定方法　水道水などの放射能測定マニュアル（厚生労働省）
５. 検査結果　令和６年２月１日～令和６年２月29日分（毎日採水、毎日検査）

採水場所 水　源 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

小滝平浄水場 大船水源（表流水） 不検出 不検出 不検出

小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出

※ いずれの検体も、２月29日時点で放射性物質は不検出です。※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1Bq/㎏）
未満であることを示しています。※ 現在、広野町内の水道水は、小滝平浄水場および小山浄水場より給水しています。

《参考》検査日現在の目標値 （単位:Bq/kg）※ これまで暫定規制値が設定されていた
放射性ヨウ素については、 半減期が短
く、平成23年７月15日以降の検出報告
がないことから、 国の規制の対象から除
外されました。

食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

－ 10

水 道 修 理 当 番 表
業　者　名 令和６年４月 令和６年５月

北 陽 管 工 ㈲　0240-27-3419 １日～７日 
22日～28日

４日～６日 
20日～26日

㈲ 吉 田 鉄 工 所 　0240-27-3241 ８日～14日 
29日・30日

７日～12日 
27日～31日

㈲山忠設備工業　0240-27-3311 15日～21日 １日～３日 
13日～19日

　ごみステーション周りの汚れが大変目立ちます。ごみを出す場合は 「ごみと資源の分け方・出し方」 を確認し、 
指定ごみ袋に分別して、 収集日当日に自宅近くのごみステーションボックス内に出してください。

日 土月 火 水 木 金

1 2

5

12

19

26 29 30 31

3

6 7 8 9 10

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

27 28

4

11

18

25

5 月May

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃不燃

カンカン可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

広野町内ごみ収集カレンダー

日 土月 火 水 木 金

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

4 月April

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃不燃

カンカン



362024.4 2024.4 広報ひろの 広報ひろの 

学校給食に使用する食材
については、毎日放射性
物質の検査をしています。

こひろのっ
広野こども園ひろぱーく
広  野  小  学  校
広  野  中  学  校
ふたば未来学園
広 野 町 児 童 館
広野町教育委員会事務局

☎0240-27-2345
☎0240-27-2332
☎0240-27-3224
☎0240-23-6825
☎0240-27-3288
☎0240-27-4166

広 野こど も 園広 野 小 学 校

広 野 中 学 校 広 野 町 児 童 館

↑バイキング形式の給食を楽しむ生徒たち

卒業お祝い給食

３月５日（火）、広野小学校では６年生の卒業を祝
うため、バイキング形式の「卒業お祝い給食」が振る
舞われました。給食センターの職員の方々も、いつも
より早くから６年生のために準備をしてくださいまし
た。いつもと違う給食で生徒たちも楽しみながら時間
を過ごしました。６年間の生活の中で様々な給食が出
され、生徒たちの健康を支えてくれたことに感謝をし
て新しい生活に向かってほしいです。

↑卒業証書授与式の様子

広野中学校卒業式

３月13日（水）、広野中学校体育館において、卒業
証書授与式が行われました。これまで卒業式の練習を
行い、３年生や在校生ともに準備をしてきました。当
日は緊張感の中、３年生たちは卒業証書を授与されま
した。３年間を振り返ると、期待を胸に入学した１年
生のころから現在に至るまで、様々な経験をしたこと
で大きく成長できたと思います。また、在校生にとっ
ても良い影響を与えてくれたと思います。これからも
大いに期待をしています。

↑卒園を迎えたさくら組のこどもたち

さくら組さん、がんばってね!!

いつも優しく、頼もしく、元気いっぱいのさくら組
19名。

こども園で心も身体も大きくなり、みんなの成長が
とてもうれしく思います。

４月からはピカピカの１年生です。いろいろな事に
チャレンジして楽しい毎日が送れることを願っていま
す。

↑外で遊ぶのが大好きな子どもたち

楽しい児童館

３月に入り児童館の花壇には水仙やクロッカスが咲
き始めました。寒い冬が終わり暖かい春がすぐそこま
で来ています！

子どもたちは外で遊ぶのが大好きです。サッカーや
なわとび、ホッピング、ブランコ、好きな遊びを思いっ
きり楽しんでいます。写真は元気いっぱいの４、５年
生です！今日は、どんな遊びをするのかな？
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学校給食に使用する食材
については、毎日放射性
物質の検査をしています。

こひろのっ
広野こども園ひろぱーく
広  野  小  学  校
広  野  中  学  校
ふたば未来学園
広 野 町 児 童 館
広野町教育委員会事務局

☎0240-27-2345
☎0240-27-2332
☎0240-27-3224
☎0240-23-6825
☎0240-27-3288
☎0240-27-4166

ふたば未来学園生徒数　合計　　�579人
　中学校�180人　�高等学校�399人

園児･児童･生徒数� 　合計　　�357人
　こども園　91人� 小学校　147人�
　中学校　�119人��（うち児童館�61人）
　　　

R６.３.１現在

ふ たば 未 来 学 園 JFAアカデミー福島

■営業時間について
一般のお客さまがご利用いただけるのは、
原則 月・水・金となっております。
学校行事などにより営業曜日や時間が
不規則となることがございます。

生徒が運営しているカフェです。
どうぞお気軽にお越しください！

詳細はふたば未来学園の
ホームページをご覧ください。

https://futabamiraigakuen-h.fcs.ed.jp

　「げんキッズ」は、就学前のお子さんを対象
に、テーマ遊びや保護者同士で情報交換をす
る場で、保育士などによる育児相談なども行っ
ています。
　今月の開催はありません。
　４月以降の開催は、広報４月号でお知らせし
ます。
問  広野町児童館　☎0240ｰ27ｰ3288

げんキッズの

ご 案 内

JFAアカデミー福島16期生卒校式

３月１日（金）、ふたば未来学園令和５年度卒業
証書授与式が挙行されました。中学生59名、高校生
114名が無事に卒業されました。ふたば未来学園の
郡司校長からは、「この学び舎での３年間、人として
大きく成長できたこと、周囲への感謝の気持ちを大切
にし、課題に挑戦してもらいたい。」と式辞を述べま
した。建学の精神「変革者たれ」の精神を忘れず、こ
れからの人生を大いに楽しんでほしいです。

小林　惺十郎（16期生／中３）
16期生の小林 惺十郎です。
３月13日（水）に卒校式を実施しました。帰還後

初の卒校生です。
広野町で３年間過ごすことができたことに選手一同

感謝申し上げます。

↑卒業証書授与式の様子 ↑卒校式の様子

ふたば未来学園中学校・高等学校ふたば未来学園中学校・高等学校
令和５年度卒業証書授与式令和５年度卒業証書授与式
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（住民基本台帳人口による） （住民基本台帳人口による） 
平成24年7月9日の住民基本台帳法の改正により外国人住民についても集計しています。�
※町民居住者：町内における町民の居住者�※滞在者：廃炉･復興関連事業従事者および他市町村からの避難者

人口人口とと世帯数世帯数 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 

防災行政無線電話応答サービス　☎0240-28-0120　※本サービスは、通話料のみ有料となります。

令和６年
２月29日現在

 町のすがた 

世 帯 数　2,246世帯（－６）
住基人口　4,567人（－９）
　（男）　　2,407人（－７）
　（女）　　2,160人（－２）

 人のうごき 

転　入　　19人
転　出　　29人
出　生　　�３人
死　亡　　�２人

 実質人口 

5,305人
（4,144人＋1,161人）
（町民居住者+滞在者）

広野町にお住まいの方限定！
いわきFCホームゲーム無料ご招待!!　
みんなでいわきFCを応援しよう！

申込には限定ノベルティをプレゼント！

広野町はいわき FCのホームタウンです。
いわきFC

公式マスコット
キャラクター

ハマー＆ドリー

©2022 IWAKI FC

あなたの写真が広報ひろのに載っていたら、総務課の窓口でお渡しできます。お気軽にお問い合わせください。

観戦チケット申込方法
対 象 者　
　申し込み時点で広野町に住民票を有している方
申込期間
　対象とする試合が行われる日の約２週間前から試合が行われる週の金曜日まで
　※対象とする試合日程が近づき次第、「広報ひろの」を通じて随時ご案内します。
配布チケット
　申し込みの先着順に配布（チケット：メイン自由席）
　各試合50～60枚　※試合によって枚数が異なります。無くなり次第終了
申込場所
　広野町役場２階復興企画課窓口　※午前９時から午後５時まで、土日祝日を除く
対象試合
　2024年シーズンのホームゲーム全試合（既に終了した試合を除く）
そ の 他
　・電話、メール、FAXでの申込受付は行いません。
　　観戦チケットに関するお問い合わせは下記まで。
　　広野町復興企画課　☎0240-27-1251
　・申込みの際には、住所を確認できるもの（免許証、保険証など）をご提示ください。
　・営利目的での転売、譲渡はおやめください。
　・�多くの皆様に試合を御覧いただきたいため、初回申し込みの方を優先させていただきます。

直近で申込を受け付ける試合と申込期間
・令和６年４月13日（土）午後４時キックオフ　清水エスパルス戦�（ハワイアンズスタジアムいわき）
　【申込期間】令和６年４月１日（月）～４月12日（金）
・令和６年５月３日（金･祝）午後４時キックオフ　ジェフユナイテッド千葉戦�（ハワイアンズスタジアムいわき）
　【申込期間】令和６年４月15日（月）～５月２日（木）
・令和６年５月12日（日）午後１時キックオフ　レノファ山口FC戦�（ハワイアンズスタジアムいわき）
　【申込期間】令和６年４月22日（月）～５月10日（金）

©2022�IWAKI�FC


